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1フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
動
向

-
一 

，
石
沢
良
昭

(上
智
大
学

)

フ
ラ
ン
ス
は
ー
八
九
九
年
に
「
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
」
を
創
設
し
、
旧
仏
^
ィ

ン
ド
シ
ナ
地
域
と
東
ア
ジ
ア
の
民
族

•歴
史

•社
会

•文
化
な
ど
を
研
究
調
査
す
る
 

機
関
と
し
た
。

一
九
〇

一
年
に
『
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
紀
要

(略
称

B
E
F
E
O
)

』 

創
刊
号
が

上
梓
さ
れ
、
以
来
今
日
ま
で
次
々
と
諸

成
果
が
載
り
、

こ
れ
ま
で
世
界
 

の

ア
ジ
ア
研
究
、
特
に
ィ
ン
ド
シ
ナ
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

私
は
一
九
八
五
年
二
月
か
ら
ニ
力
月
間
に
わ
た
り
日
本
学
術
振
興
会
派
遣
の
研
 

究
者
と
し
て

パ
リ
に
滞
在
し
、
古
代
ヵ
ン
ボ
ジ
ア
碑
文
お
よ
び
チ
ャ
ン
パ
ー
碑
文
 

の
研
究
を
行
っ
た
が
、
以
下
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
お
け
る
人
文
•
社
会
科
学
 

関
係
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究

•教
育
機
関
に
つ
い
て
の
紹
介
で
あ
る
。

ォ
ー
ト
•
ゼ
 

チ
ュ
ー
ド
は
除
外
し
た
。

1
「
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
制
度
改
革
」

最
初
に
大
学
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
六
八
 

年

の

「
五
月
騷
動
」
を
き
っ
か
け
に
、

旧
来
の
エ
リ
ー
ト
養
成
主
義
の
大
学
教
 

育
が
根
底
か
ら
崩
れ
、
学
生
の
急
増
に
伴
っ
て
、
制
度
の
改
革
、
組
織
の
再
編
 

成
、
学

科

•学
群
の
増
設

•拡
充
な
ど
が
行
わ
れ
、
現
在
も
諸
改
革
が
進
行
中
 

で
あ
る
。

一
九
六
八
年
十
一
月
成
立
の
「
高
等
教
育
基
本
法
」

に
よ
り
全
国
ニ
 

十
三
学
区
に
七
十
一
大
学
が
で
き
て
い
る

(一
九
六
八
年
以
前
は
二
十
三
大
学
)
。 

例
え
ば
、
旧
パ
リ
大
学
は
、
学

部

•分
校

•研
究

所

•
施
設
等
が
系
統
的
に
統
 

合

•改
組

•新
増
設
さ
れ
て
、
十
三
の
新
制
パ
リ
大
学
が
誕
生
し
た
。

こ
ぅ
し
 

た
新
制
大
学
は
、
旧
来
の
学
部
を
小
規
模
に
再
編
成
し
た
「
教

育

•
研
究
単
位
 

U
n
i
t
é

 

d
-
E
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t

 

et 

d
e

 

1
1
8
1
^
3
1
1
6
5

略

称

1
^
1
」̂
が
ニ
つ
以
上
 

合
同
し
て
一
つ
の
大
学
を
構
成
す
る
。
各
大
学
の
運
営
は
、
教

官

•事
務

官

.
 

学

生

•学
外
有
識
者
の
各
代
表
に
よ
る
「
大
学
評
議
員
会
」
が
執
り
行
い
、
財



政

.人
事

.研
究

•教
育
等
の
面
で
大
幅
な
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
但
 

し
、
学
生
代
表
は
人
事
に
関
す
る
議
決
権
を
持
た
な
い
。
大
学
以
外
の
大
学
校
 

(
G
l
r
a
n
d
s

 
w
c
o
l
e
s
)

お
ょ
び
諸
研
究
機
関
に
は
、

だ
い
た
い
こ
ぅ
し
た
大
学
 

と
同
様
の
機
能
を
持
つ
運
営
評
議
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

「
大
学
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
研
究
機
関
」

新

し

い

U
E
R

制
の
創
設
に
ょ
り
、

旧
学
部
の
組
織
が
解
体
さ
れ
た
が
、
東
 

南
ア
ジ
ア
関
係
の
学
科

.講
座
も
再
編
成

.改
組
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

M
U 
ハ
リ
第
三
大
学
「
イ

ン

ド

•オ
リ
エ
ン
ト

.北
ア
フ
リ
カ
言
語
•
文
化

C
E
R
」

イ
ン
ド
文
化
関
係
の
中
で
は
美
術
史
分
野
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
•
チ
ャ
ン
パ
 

丨

•タ
イ
の
美
術

•考
古
で
有
名
な

J. 

B
o
k
s
e
l
i
e
r

〔
ボ
ワ
ス
リ
エ
〕
教
授
、 

旧
プ
ノ
ン
ペ
ン
美
術
館
長
の

M
.

 

G
k
e
a
u

〔
ジ
ト
ー
〕
助
教
授
が
い
る
。

⑵

国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
所

(旧
パ
リ
東
洋
語
学
校

)

パ
リ
第
三
大
学
に
付
厲
し
た
機
関
。
東

欧

(ル
ー
マ
ニ
ア

3£
,5.0チ
ユ
コ
語

.
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
な
ど

)か
ら
ア
ジ
ア

.ア
フ
リ
カ
.
ソ
連
邦
ま
で
の
地
域
の
 

言
語
が
全
部
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
八
学
科
七
十
五
言
語
と
文
化
の
専
攻
が
あ
 

り
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
は
、
「
東

南

ア

ジ

ア

•ア
ウ
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
.
高
地
 

ア
ジ
ア
学
科
」
に
厲
し
、
大
陸
部
東
南
ア
ジ
ア
分
科
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
語

.

ラ

ー

オ

語

•タ
イ
語

.ヴ
ヱ
ト
ナ
ム
語
、

ア
ウ
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
分
科
に
は
タ
 

ガ
ロ
グ
語
、

マ
ラ
イ

•イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
高
地
ア
ジ
ア
分
科
に
は
ビ
ル
マ
 

語
の
各
専
攻
が
あ
る
。

専
攻
の
語
学
以
外
に
、

各

国

.地
域

の

歴

史

•
地
 

理

.文
化

•政
治

•社
会
等
の
科
目
が
選
択
必
修
と
な
っ
て
い
る
。

三
年
間

で
卒
業
と
な
っ
て
い
る
が
、
卒
業
で
き
る
学
生
は
入
学
時
登
録
学
生
の
五
分
 

の

一
ぐ

ら
い
で
あ
る
。
私
が
一
九
七
八

\

七
九
に
出
席
し
た
ヵ
ン
ボ

ジ

ア

語
 

専
攻
で
は
、

一
年
次
生
八
名
、

ニ
年
次
生
三
名
、

三
年
次
生
ニ
名
で
あ
っ
た
。 

三
年
次
生
の
話
で
は
、
入
学
時
に
十
二
名
い
た
と
い
う
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
 

と
で
あ
る
が
、

日
本
の
大
学
の
よ
う
に
入
学
者
が
ほ
と
ん
ど
卒
業
す
る
こ
と
 

は
、

フ
ラ
ン
ス
の

大
学
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
東
洋
言
語
文
化
研
究
所
は
、
前
身
が
一
八
六
七
年
に
創
設
さ
れ
、

一 

九
一
四
年
の
国
立
東
洋
語
学
校
令
に
よ
り
特
殊
語
学
養
成
機
関
と
し
て
存
続
 

し
て
き
た
が
、

一
九
七
一
年
二
月
法
令
に
よ
り
、
大
学
令
に
基
づ
く
パ
リ
第
 

三
大
学
の
研
究
教
育
機
関
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
旧
東
洋
語
学
校
教
官
 

は
大
学
の
教
官
と
し
て
資
格
審
査
が
行
わ
れ
た
。

い
く
ら
専
攻
の
語
学
に
造
 

詣
が
深
く
、
経
験
が
あ
っ
て
も
、
第
三
課
程
博
士
以
上
の
学
位
が
な
け
れ
ば
 

教
官
と
し
て
失
格
と
な
る
。
移
行
暫
定
期
間
を
設
け
、
無
資
格
教
官
に
学
位
 

取
得
を
勧
め
て
き
た
。

ヵ

ン

ボ

ジ

ア

語

専

攻

の

M
.
M
i
d
o
u
x

〔
ミ
ド

ゥ

ー
〕 

教
授
は
、
東
洋
語
学
校
の
卒
業
生
で
、

五
十
八
才
、
無
資
格
だ
っ
た
が
、
七
 

十
九
年
六
月
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。
ち
ょ
う
ど
在
仏
中
だ
っ
た
の
で
、 

M
i
d
o
u
x

先
生
の
学
位
公
開
審
査
に
招
か
れ
た
が
、
審
査
委
員
四
名
は
ほ
と
 

ん
ど
四
十
代
で
あ
り
、
教
え
子
が
ニ
名
そ
の
中
に
入
っ
て
い
た
。
先
生
は
、 

学
位
取
得
の
お
祝
い
の
席
で
、

二
十
ニ
年
の
教
育
経
験
を
評
価
し
な
い
官
僚
 

的
な
大
学
当
局
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
た
が
、
老
軀
に
鞭
打
っ
て
書
き
あ
 

げ
た
論
文
は
、

さ
す
が
に
先
生
の
多
年
の
研
究
成
果
が
滲
み
出
て
い
て
興
味
 

深
か
っ
た
。



こ
れ
ら
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
七
専
攻
語
の
ぅ
ち
で
、
学

士

.
修
士
課
程
が
 

設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
ヴ
二
ト
ナ
ム
語

•ラ
ー
オ

語

.
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
 

各
専
攻
だ
け
で
あ
り
、
大
学
院
有
資
格
教
官
の
い
る
専
攻
と
い
ぅ
こ
と
に
な
 

る
。

ち
な
み
に
日
本
語
科
や
中
国
語
科
な
ど
は
博
士
課
程
ま
で
が
設
置
さ
れ
 

て
い
る
。

(3)パ
リ
第
七
大
学
「
東

洋

言

語

.文
化

U
E
R
」

(
旧
パ
リ
大
学
文
学
部
東
洋
 

科

)
中

国

.日
本

.朝
鮮

•ヴ
ユ
ト
ナ
ム
の
各
言
語

.文
化
専
攻
か
あ
る
。
実
 

用
語
学
の
ス
べ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

莛成
す
る
の
が
東
洋
語
学
校
系
と
す
る
な
ら
、 

こ

の

1
;
£
方
は
、
語
学
学
習
を
終
え
た
後
、
専
攻
言
語
を
使
っ
て
研
究
を
す
 

る

学

者

.研
究
者
を
養
成
す
る
機
関
と
い
え
る
。
ヴ

=ト
ナ
ム
語
科
は
、

ニ
 

年
間
が
徹
底
し
た
専
攻
語
学
習
が
行
わ
れ
、
ほ
か
に
、
専
攻
の
国
の
歴
史

.
 

地

理

.文
学
、

第
二
外
国
語
、

そ

れ

に

他

の

C
E
R

で
開
講
し
て
い
る
概
 

説

•入
門
的
な
共
通
科
目
か
ら
四
科
目
を
履
修
す
る
。

三
年
次
で
は
文
献
研
 

究
、
新
聞
講
読
、
文
学
、
言
語
学
、
歴
史
、
近
代
社
会
と
経
済
等
の
科
目
が
 

必
修
と
な
っ
て
い
る
。
ヴ

X.ト
ナ
ム
民
族
形
成
史
で
有
名
な

J. c
h
e
s
n
s
u
x

 

〔
シ

** 
ノ
ー
〕
教
授
、

社

会

経

済

史

の

P. 

B
r
o
c
h
e
u
x

〔ブ
ロ
シ
ユ
ー
〕
助
 

教
授
、
ヴ

H

ト
ナ
ム
共
産
党
史
の

P H
e
m
e
r
y
〔
H

ム
リ
〕
講
師
、

ヴ

3:

ト
ナ
ム

宗
教
社
会
学
史
の

G
.

 

B
o
u
d
a
r
d

〔ブ

ー
ダ
レ
ル
〕

講
師
、
東

南

ア
 

ジ

ア

地

理

学

の

J. 

D
e
l
v
e
r
t

〔
デ
ル
ヴ

H

1

ル
〕
教
授
な
ど
が
担
当
し
、

Z
. 

P. 

F
o
n

〔
フ
ォ
ン
〕

教

授

(
ヴ
ュ
ト
ナ
ム

人

)な
ど

数
人
の
ヴ

ヱ

ト

ナ

ム
人
 

教
師
が
語
学
学
習
を
担
当
し
て
い
る
。

⑷

パ
リ
第
五
大
学
教
育
学

第
三
世
界
の
教
育
論
の
講
座
が
あ
り
、

ア

ジ

ア

.
ア
フ
リ
ヵ
諸
国
か
ら
の
 

留
学
生
が
多
い
。

こ
の

講
座
は
、

ヴ

ユ

ト

ナ

ム

人

の

L
e
T
h
a
n
h
w
hoi 

(レ

.タ
ン

.ホ
イ

)教
授
が
主
任
で
あ
り
、
発
展
途
上
国
経
済
論
を
講
じ
 

て
お
ら
れ
る
。
教
授
は
、
も
と
も
と
東
南
ア
ジ
ア
史
•
経
済
の
専
門
家
と
し
 

て
知
名
度
が
高
く
、
日

本

で
も
訳
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
(『
東
南
ア
ジ
ア
 

史
』
石

沢

良

昭

訳

白

水

社

、
『
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
』
黒

沢

一

晃

訳

白

 

水
社

)。

ま
た
、

東
京
の
国
連
大
学
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
も
兼
務
さ
れ
て
い
 

る
。

(5)

—
1ス
大
学
法
経
学

G
E
R

お
ょ
び
文
化

東
南
ア
ジ
ア
経
済
学
、
特
に
イ

ン

ド

シ

ナ

植
民
地
社
会
経
済
史
お
ょ
び
第
 

三
世
界
経
済
論
の
講
座
が
あ
り
、

大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
旧
イ
ン
 

ド
シ
ナ

総
督
府
関
係
の
資
料
を
利
用
で
き

る

。

特
に
、

P
a
u
l

 

I
s
o
a
r
t

〔
ポ
ー
 

ル

.イ
ゾ

ア

ー

ル
〕

教
授
は
、
ヴ

H

ト
ナ
ム

経
済
の
専
門
家
で
あ
り
、

パ
リ
 

で
は
参
照
で
き
な
い
貴
重
な
文
献
を
使
っ
て
す
で
に
た
く
さ
ん
の
論
文
.
著
 

書
を
著
わ
し
て
い
る
。

ほ
か
に
植
民
地
地
理
学
の

H
.

 

I
s
n
a
r
d

〔
イ
ス
ナ
ー
 

ル
〕

教
授
が
い
る
。

文

化

U
E
R

に
は
、
ヴ

ヱ

ト

ナ

ム

現
代
史
の
講
座
が
あ
り
、

ク

セ

ジ

ユ
文
 

庫

に

『
ヴ

31ト
ナ
ム
』

を

書

い

た

P
.
R
.

 

F
e
r
a
y

〔
フ
ニ
レ
〕

教
授
が
二
十
 

世
紀
ヴ

ヱ

ト

ナ

ム

論
を
講
じ
て
い
る
。



フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
研
究
管
見

=
|

九
八
四
年

.秋

H
 

—
—

道

教

•敦
煌
研
究
に
つ
い
て

—
—

金
岡
照
光

一
、

ま
え
が
き

筆

者

は

昨

年

(一
九
八
四
年

)十
月
末
日
ょ
り
、
十

|

月
末
日
ま
で
、
約
ー
ヶ
 

月

借

フ

ラ

ン

ス

共

和

国

政

府

外

務

省

の

招

聘

で

、

招

聘

教

授

(professeur 

i
n
v
i
t
é
)

と
し
て
、

パ
リ
に
滞
在
し
た
。

た
か
だ
か

|

ヶ
月
間
の
滞
在
で
あ
る
し
、 

公
務
と
し
て
接
触
し
た
教
育

.研
究
機
関
も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
到
底
 

フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
の
全
貌
な
ど
は
窺
い
知
る
す
べ
も
な
い
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、 

一
九
八
四
年
の

I

時
期
に
お
け
る
彼
地
斯
学
の
一
断
面
を
紹
介
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

筆
者
の
渡
仏
は
前
日
仏
会
館
学
長
レ

オ

ン

•ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ー
ル
シ
ュ

【(
L
é
o
n

 

v
a
l
l
d
e
i
e
r
s
c
h
)

教
授
の
御
推
薦
と
、

パ
リ
の
高
等
研
究
院

(École pratique 
des 

H
a
u
t
e
s

 

É
t
u
d
e
s
)

の
宗
教
部
門

(
V
。
sectionlsciesces 

Religieuses
)

の
 

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

.シ
ッ
ぺ
ー
ル

( 一K
r
i
s
o
f
e
r

 schipper
)

教
授
及
び
同
研
究
院
 

の
ミ
シ
ヱ
ル

•ス
ヮ

ミ

ユ

(M
i
c
h
e
l 

s
o
y
m
i
é
)

教
授
の
御
幹
旋
に
ょ
る
も
の
で
 

あ
っ
た
。

こ
れ
は
年
に
一
人
乃
至
数
人
、
同
国
外
務
省
を
通
し
て
日
本
人
研
究
者
 

を
招
聘
す
る

惯例
に
従
っ
た
措

0の
ー
っ
で
ぁ
る
。
従
っ
て
、
到
着
時
ょ
り
公
務
 

の
は
じ
ま
る
迄
の
受
け
入
れ
、
資
金
支
給
、
案
内
等
は
、
以
下
の
機
関
が

K任
を
 

持
つ
。

13u
r
s
u

 

d-orgallisalion 

et 

d
e

 

coordinalion 

d
e
s

 

visites 

d
e

 

person- 

llalltés

fî'tran

CReres

日
本
で
の
窓
口
は
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
文
化
部
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
筆
者
が
 

早
朝
シ
ャ
ル
ル

.ド

•ゴ
ー
ル

(Aér
o
p
o
r
t 

C
harles 

d
e

 

Gaulle
)

空
港
に
到
着
 

し
た
と
き
、
筆
者
の
姓
名
を
記
し
た
プ
ラ
ヵ
ー
ド
を
も
っ
て
出
む
か
え
に
出
て
き
 

た
の
は
、
右
外
務
省
機
関
の
コ
ッ
ク
レ
イ
夫
人

(
s
m
e
z
i
c
o
l
e

 d
e

 c
o
c
q
u
e
r
e
y
)

 

と
い
う
方
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
直
接
受
け
入
れ
の
研
究
機
関
の
貴
任
者
と
し
 

て
、

シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
が
わ
ざ
わ
ざ
出
む
か
え
て
下
さ
り
、

同
教
授
の
車
で
宿
舎
 

ま
で
み
ち
び
か
れ
た
。
外
務
省
の
コ
ッ
ク
レ
イ
夫
人
は
、

そ
の
後
、
筆
者
担
当
の
 

接
待
員
と
し
て
、
各
研
究
機
関
の
案
内
、
美
術
館
、
博
物
館
、
図
書
館
へ
の
案
内
 

や
手
続
き
の
執
行
、

は
て
は
シ
ャ
ル
ト
ル
大
寺
院
や
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
等
の
観
光
 

に
至
る
ま
で
、
筆
者
の
落
ち
着
い
て
か
ら
仕
事
の
始
ま
る
ま
で
の
間
、
連
日
の
よ
 

う
に
車
で
送
迎
を
し
て
く
れ
た
。
各
招
聘
者
に
恐
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
う
し
た
接
 

待
員
が
つ
く
も
の
と
思
わ
れ
、
特
に
英
語
に
堪
能
な
係
員
が
え
ら
ば
れ
て
い
る
の
 

も
、
外
国
人
の
接
待
を
意
識
し
て
の
措
置
と
思
わ
れ
た
。

し
か
し
乍
ら
、

そ
う
し
た

公
的
接
待
機
関
の
扱
い
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、

シ
ッ
ぺ
 

丨
ル
教
授
は
、
筆
者
滞
在
中
、
公
私
と
も
に
誠
に
隔
意
な
く
且
つ
行
き
届
い
た
御
 

世
話
を
し
て

下
さ
り
、
今
回
の
滞
仏
中
、
同

教
授
と
の
友
情
を
繫
ぐ
こ
と
が
で
き
 

た
の
は
、
最
大
の
収
獲
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ー
ル
シ
ュ
前
学
長
は
、
筆
者
が
到
着
の
折
は
ま
だ
南
仏
に
滞
在
 

中
で
あ
っ
た
が
、
滞
仏
半
ば
に
し
て
パ
リ
に
も
ど
ら
れ
、

万
般
御
世
話
に
な
っ
た
。 

前
記
ス
ヮ
ミ

H

教
授
は
、
約
三
十
年
前
、
同
教
授
が
日
本
留
学
中
か
ら
の
知
己
で



あ
り
、
筆
者
の
数
次
の
訪
仏
の
折
に
も
種
々
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
 

滞

仏
の
折
も

同
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
コ
レ
ー
ジ
ュ

•ド
•
フ

ラ

ン

ス

の

ベ

ル

ナ
 

丨

ル

.フ
ラ

ン

ク

(B. 

F
r
a
n
k
)

教
授
、
国
立
図
書
館
の
東
洋
写
本
部
主
任

n —

 

エ

ン

(
M
.

 

C
o
h
e
n
)

夫
人
、

呉
其
昱
博
士
、

ア
ジ
ア
研
究
所
敦
煌
研
究
室
の
ダ
 

ニ
エ
ル
.
エ
リ
ア
ス
べ
ル
グ
女
史

(
P wliasberg

)
、

郭
麗
英
女
史
、
滞
仏
中
の
 

京
戸
慈
光
氏
等
の
公
私
に
わ
た
る
御
斡
旋

/御
指
導
に
対
し
、
冒
頭
で
感
謝
の
意
 

を
さ
さ
げ
て
お
く
。

な
お
、
滞
仏
中
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
、
筆
者
と
同
じ
ヶ
ー
ス
で
彼
地
に
わ
 

た
る
方
に
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

一
、

ニ
附
記
し
て
お
く
。
筆
者
の
 

ょ
う
な
招
聘
者
の
オ
ブ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
、
数
回
の
講
演

•研
究

発

表

•
特
別
講
 

義
を
行
う
の
み
で
他
の
義
務
は
な
い
。
中
に
は
一
回
だ
け
と
い
う
方
も
あ
っ
て
、 

そ
れ
で
も
差
し
支
え
な
い
ょ
う
で
あ
る
。
ま
た
宿
舎
は
、
筆
者
は
シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
 

授
の
幹
旋
で
大
学
都
市
の
国
際
会
館

0ぼ

1
1
!
1
<-
0
ロ

2.
3
,
1
^
1
£
1

-̂
0
1
1
1
1
1

!?
1
>
 

n
a
t
i
o
n
a
l
e
)

の
一
室
を
借
り
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

こ
れ
は
招
聘
者
が
誰
で
も
そ
 

う
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
別
の
ホ
テ
ル
の
斡
旋
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
 

る
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
訪
仏
者
の
希
望
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
大
学
都
市
は
、 

今
か
な
り
の
過
密
状
態
で
、
そ
の
借
用
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
か
な
り
の
準
備
を
 

必
要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
一
、

道
教
研
究
に
つ
い
て

筆
者
の
今
回
の
滞
仏
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
目
的
を
有
し
て
い
た
。

一
つ
は
彼

地
の
道
教
研
究
の
視
察
と
交
流
、

二
つ
は
敦
煌
研
究
の
現
状
の
調
査
で
あ
る
。

オ
ブ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
も
、
高
等
研
究
院
に
お
け
る
道
教
に
関
す
る
特
別
セ
ミ
ナ
 

1
と
、

ア

ジ

ア

研

究

所

(Institut c
T
A
s
i
e
)

敦

煌

研

究

室

(
E
R
A
.

 4
3
8

)
に
お
 

け
る
敦
煌
関
係
の
公
開
講
義
と
に
分
か
れ
て
い
た
。

(筆
者
が
滞
仏
中
に
行
っ
た
 

セ
ミ
ナ
ー
の
一
部
は
、
最
近
他
の
紙
面
に
発
表
し
て
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
一
切
 

省
略
さ
せ
て
頂
く

。
)

先
ず
そ
の
道
教
研
究
に
関
す
る
方
面
に
つ
い
て
、
現
状
の
一
部
を
紹
介
し
て
見
 

よ
う
。
筆
者
の
滞
仏
中
に
お
け
る
道
教
研
究
は
三
つ
の
場
所
に
お
い
て
な
さ
れ
て
 

い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

一
つ
は
前
記
高
等
研
究
院
の
宗
教
研
究
部
門
で
あ
り
、

ニ
 

つ
は
ア
ジ
ア
研
究
所
内
の
道
教
研
究
プ
ロ
ジ
ヱ
ク

ト

で
あ
り
、

三
つ
は
ク
リ
ス
ト
 

フ
ァ

I
 

.

シ
ッ
ぺ

I
ル
教
授
の
自
宅
で
あ
る
。

こ
の
中
第
一
の
高
等
研
究
院
は
周
知
の
如
く
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
あ
る
が
、
今
は
こ
 

こ
に
は
、
所
謂
研
究
室
の
設
備
ら
し
い
も
の
は
な
い
。
筆
者
が
特
別
セ
ミ
ナ
ー
に
 

行
っ
た
時
も
、
時
間
の
合
い
間
に
教
授
た
ち
が
休
憩
す
る
小
部
屋
と
セ
ミ
ナ
ー
の
 

為
の
小
教
室
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
参
加
し
た
の
は
シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
 

の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
十
月
以
降
に
開
講
と
な
っ
て
い
る
同
教
授
 

の
セ
ミ
ナ
ー
も
実
際
上
は
、
十
一
月
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
開
講
す
る
。
筆
者
が
担
 

当
し
た
の
は
、

シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
の
通
年
セ
ミ
ナ
ー
開
始
前
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
と
 

い
う
形
に
お
い
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
大

方

の

教

授

(正
 

式

に

は

Directeurs 

d
-
é
t
u
d
e
s
)

の
講
義
も
、
十
一
月
乃
至
十
二
月
に
入
っ
て
か
 

ら
開
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

シ
ッ
ぺ
ー

ル
教
授
の
場
合
を
と
っ
て
言
え
ば
、
毎
週
 

金
旺
、
午
後
ニ
時
か
ら
四
時
ま
で
、
間
に
十
五
分
程
度
の
小
憩
を
と
っ
て
行
わ
れ



る
。
聴
講
者
は

7ラ
ン
ス
人
学
生
を
主
と
し
て
、
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
(中
 

国
、
台
湾
の
留
学
生
が
主

)で
、

お
お
む
ね
学
部
を
終
了
し
た
日
本
で
い
え
ば
大
 

学
院
生
に
相
当
す
る
人
々
で
あ
る
が
、
別
に
そ
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
 

は
な
い
。
筆
者
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
っ
て
シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
が
最
初
の
時
間
 

に
本
年
度
の
講
義
の
ィ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
さ
れ
た
が
、
前
記
院
生
諸
君
の
他
 

に
、
他
の
大
学
院
に
在
籍
の
人
、
高
等
研
究
院
の
他
部
門
の
教
授
、
退
休
さ
れ
た
 

教
授
、
あ
る
い
は
現
在
は
自
適
の
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
老
人
夫
婦
等
様
々
な
人
 

が
い
て
、
彼
等
も
、

シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
の
廻
さ
れ
た
聴
講
者
名
簿
に
名
前
を
記
入
 

す
れ
ば
、
聴
講
す
る
こ
と
は
一
向
に
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
 

い
て
は
本
誌
二
号
で
興
瞎
宏
教
授
も
触
れ
て
お
ら
れ
る
。
開
講
時
に
お
け
る
人
数
 

は
二
十
数
名
で
あ
っ
た
。

前
述
の
如
く
シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
は
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
講
時
に
、
本
年
度
の
 

講
義
内
容
を
説
明
さ
れ
た
、
そ
れ
は
誠
に
周
到
な
準
備
の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
で
 

あ
っ
た
。
同
教
授
の
正
式
講
座
名
は
、
高
等
研
究
院
第
五
部
門

(宗
教
)

の
中
の
 

Religions 

d
e

 

la 

C
h
i
n
e

で
、

こ
の
中
国
宗
教
に
関
し
て
は
、

ニ
つ
の
講
座
が
 

ひ
ら
か
れ
て
お
り
、

一
つ
は
シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
の
！！
義
で

、
»ec

h
e
r
c
h
s

 

s
rle 

rituel 

taoïste 
(道
教
科
儀
の
研
究
一
今
年
度
は
特
に
代
人
、
替
身
に
つ
い
て
一

) 

と
題
さ
れ
、
も
ぅ
一
つ
は
ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ー
ル
シ
ユ
前
学
長
の

L
a

 

Scolastique 

confucianiste 

sous 

les 

H
a
n
:

 

n
e
o
.
c
a
n
o
m
s
m
e

 

et 

a
r
c
h
é
o
.
c
a
n
o
m
s
m

njと
 

題
す
る
漢
代
儒
家
思
想
、
と
く
に
金
石
文
等
の
新
出
資
料
を
用
い
た
講
義
で
あ
つ
 

た
。

こ
れ
は
土
旺
日
の
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
つ
 

た
。
残
念
な
が
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ー
ル
シ
ュ
教
授
は
、
日
本
よ
り
帰
国
の
途
次
、

各
国
を
歴
訪
さ
れ
、
南
仏
に
と
ど
ま
っ
て
い
ら
れ
た
為
、

そ
の
開
講
は
、
十
二
月
 

近
く
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
筆
者
は
そ
の
講
筵
の
一
端
に
連
な
る
こ
と
が
で
き
な
 

か
っ
た
。

こ
こ
で
は
筆
者
が
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
シ
ッ
ぺ
ー

ル
教
授
の
場
 

合
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

開
講
に
先
立
っ
て
、

シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
は
、
新
聴
講
生
に
対
し
、
英
文
に
ょ
る
 

A
n

 

outline 

of 

taoist 

ril
u
a
l

と

い

う

タ

フ

ル
ス
へ
ー

ス
十
四
頁
に
わ
た
る
コ
 

ピ
ー
を
配
布
し
た
。
蓋
し
、

こ
れ
は
参
加
者
が
新
入
生
の
た
め
未
だ
道
教
及
び
そ
 

の
儀
軌
に
関
し
、
初
学
の
も
の
が
い
る
こ
と
と
、
留
学
生
で
フ
ラ
ン
ス
語
に
通
暁
 

し
て
い
な
い
も
の
の
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
英
文
の
入
門
を
必
要
と
し
た
為
で
 

あ
ろ
う
が
、
き
わ
め
て
行
き
届
い
た
入
門
と
し
て
の
性
格
を
具
え
て
い
た
。

A
)

 

D
é
f
i
n
i
t
i
o
n
s

に
お
い
て
、

道
教
、

儀
軌
等
の
術
語
の
定
義
を
述
べ
、

B
)

 

S
o
u
r
c
e
s

に
お
い
て
必
要
な
資
料
、
文
献
を
簡
明
に
指
示
し
、

o
)
R
k
u
a
l
i
n
s
o
-

 

c
B'
t
y
に
お
い
て
道
教
儀
軌
の
社
会
生
活
中
に
お
け
る
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
。 

以
上
を
総
論
と
し
て
、

第

二

章

は

S
t
r
u
c
t
u
r
e

と
し
て

、Basic forms, 

Basic 

f
o
r
m
s

 

of 

the ritual 

area. 

D
é
n
o
m
i
n
a
t
i
o
n
s

 

of 

rituals, 

S
y
n
t
a
x

 
に
分
っ

て
詳
述
し
、

第
三
章
は
 

M
s
n
i
n
g

-
-F

r
e
l
i
minary 

r
e
m
a
r
k
s

 

o
n

 

Wor
k
s
,

singing, 

a
n
d

 

the 

notion 

of 

substitution 
と
題
し
、

道
教
儀
軌
の
各
種
の
 

動
作
、
法
具
、
言
語
、
歌
謡
に
つ
い
て
概
述
す
る
。

さ
ら
に
 

implied 

m
e
a
n
i
n
g
s
,

 

a
d
d
e
d

 v
a
l
u
e
s

2 ,r
h
e
s

 a
n
d

 oveirall mter- 

p
i
r
e
t
a
ü
o
n
o
f
r
i
t
u
a
l
a
c
c
r
e
t
i
o
n

の
各
節
に
わ
た
っ
て
詳
述
し
た
の
ち

C
o
n
c
l
u
-

 

sion 
と
し
て

、M
s
h
o
d
o
l
o
g
y

 

for 

the 

s
t
u
d
y 

of 

ritua一
と
し
て
道
教
儀
軌
 

研
究
方
法
を
述
べ
て
完
結
す
る
。
新
入
学
生
用
の
入
門
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
明



快
で
あ
る
ば
か
り
か
、
道
教
入
門
、
問
題
の
所
在
、
方
法
論
上
の
諸
問
題
を
述
べ
 

た
も
の
と
し
て
、
か
な
り
ハ

ィ

.
レ

べ

ル
な
も
の
で
あ
る
。
筆
者
を
含
め
、
自
己
 

を
頭
み
る
と
き
、
果
し
て
、
学
部
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
の
導
入
に
、

こ
れ
だ
け
質
量
 

そ
な
わ
っ
た
教
材
を
与
え
う
る
か
ど
う
か
、
や
や
後
め
た
さ
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
 

か
っ
た
。
高
等
研
究
院
の
諸
教
授
が
果
し
て
、
す
べ
て
シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
と
同
じ
 

よ
う
な
や
り
方
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
知
る
限
り
で
は
な
い
し
、

ま
た
同
院
の
 

教
授
は
講
義
は
お
お
む
ね
右
の
如
く
週
ニ
時
間

(百
二
十
分
)
が
ォ
ブ
リ
ゲ
ー
シ
 

ョ
ン
で
、
雑

務

は

I

切
な
く
、
講
義
期
間
も
一
応
十
月
に
始
ま
り
、
翌
年
の
六
月
 

ま
で
と
定
め
ら
れ
て
は
い

■
る
も
の
の
、
教
授
者
が
そ
の
年
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
 

じ
終
わ
れ
ば
何
時
終
業
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う
自
由
を
有
し
て
い
る
こ
と
 

等
、

一
言
に
し
て
言
え
ば
、
教
育
と
研
究
が
一
体
化
し
て
い
る
点
、

日
本
と
は
か
 

な
り
事
情
が
異
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、

こ
の
よ
う
な
教
授
者
の
訓
 

練
を
受
け
る
学
生
の
成
長
は
期
し
て
俟
つ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
も
っ
と
も
本
邦
で
 

は
、
き
わ
め
て
教
育
の
オ
ブ
リ
ゲ

—シ
ョ
ン
が
少
く
て
も
、
さ
し
た
る
業
績
を
挙
 

げ
得
ぬ
学
者
が
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、

こ
れ
は
制
度
の
問
題
で
は
な
く
て
、
教
授
 

者
、
研
究
者
の
意
識
の
問
題
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
高
等
研
究
院
の
講
義
は
、
講
義
即
研
究
と
い
う
形
の
、
密
度
の
高
 

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

し
か
も
こ
う
し
た

講
義
の
レ
ジ
ュ
メ
は
、 

そ
の
年
度
終
了
と
と
も
に
、
高
等
研
究
院
の
ア

-
1

ュ

ニ
ー
ル
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
 

の
み
な
ら
ず
、
他
の
刊
行
物
で
も
公
刊
さ
れ
る
よ
う

で
、
そ
の
義
務
は
各
教
授
の
 

か
な
り
な
負
担
と
な
っ
て
い

る

よ

う

で
あ
る
。
現
に
シ
ッ
ぺ

Iル
教
授
の
本
年
度
 

の
講
義
も
す
で
に
印
刷
に
か
か
っ
て
お
り
、
初
稿
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
う

し
た
研
究
の
義
務
を
伴
う
講
義
で
は
あ
る
が
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
高
等
研
究
院
の
建
 

物
自
体
に
は
、
す
で
に
各
研
究
室
、
研
究
所
の
施
設
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、 

地
下
鉄
ト
ロ
力
デ

a駅
近
く
の
、
ブ
レ
ジ
ダ
ン
.
ウ
ィ
ル
ソ
ン
通
り
の
ア
ジ
ア
研
 

究
所
に
移
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
筆
者
の
滞
仏
中
の
道
教
研
究
の
主
要
な
る
場
所
と
し
て
は
、
同
研
究
所
 

の
道
教
研
究
室
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
ジ
ア
研
究
所
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
研
究
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
中
国
研
 

究
所
も
、

こ
こ
に
包
括
さ
れ
、
イ
ン
ド
、

日
本
の
研
究
所
も
、
同
一
の
ビ
ル
に
あ
 

る
。
し
か
し
相
互
に
交
流
し
合
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。

シ
ッ
ぺ
ー
 

ル
教
授
が
主
宰
す
る
道
教
研
究
室
も
そ
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

こ
の

研
究
室
は
、

正

式

に

は

道

蔵

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

(
p
r
o
j
s
T
a
o
-
T
s
a
n
g
)

 

と
称
し
て
お
り
、

東
洋
学
資
料
セ
ン
タ

ー

(
F
o
n
d
a
t
i
o
n
M
u
r
o
p
é
e
l
l
n
e

 

(le 

la 

Science, Ecole Française 
(
1
«
3
^
3>
-
ョ
？
〇

2.
§
0の
所
在
場
所
で
あ
り
、

|1立
 

学
術
研
究
セ
ン
タ

ー

O
V
7
?
5

.の
、

P
C
P
.

 

6
2
5

と
い
う
研
究
班
の
部
屋
で
あ
り
、 

沉ヨ
 ー
 u 
ッ
パ
道
蔵
研
究
会

(centre 

d
e

 D
o
c
u
m
e
n
t
a
t
i
o
n

 

et 

d
w
t
u
d
e

 

d
u

 

T
a
o
ï
s
m
e
)

の
事
務
局
兼
研
究
室
で
も
あ
る
。

筆
者
が
訪
れ
た
折
は
、

シ
ッ
ぺ

Iル
教
授
の
主
宰
の
下
に
、

コ
ン
ビ
ユ
ー
タ
ー
 

に
よ
る
道
教
関
係
の
デ
ー
タ

•バ
ン
ク
が
、
す
で
に
フ
ル
回
転
し
て
お
り
、
尨
大
 

な
道
教
関
係
資
料
が
、
す
べ
て
縦

7
6、
横

10§
程
度
の
フ
ィ
ル
ム
に
処
埋
さ
れ
 

て
お
り
、
今
後
世
界
の
道
教
研
究
者
の
希
望
に
応
じ
て
、
そ
の
需
要
を
満
し
う
る
 

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
室
内
に
は
そ
の
端
末
器
が
そ
な
え
ら
れ
、
同
研
究
所
の
セ
 

ン
タ
ー
と
電
話
連
絡
に
よ
り
、
何
時
で
も
内
容
別
の
デ
ー
タ
が
と
り
よ
せ
ら
れ
る



ょ
う
に
な
っ
て
い
る
。
同
研
究
所
に
は
中
国
人
、

フ
ラ
ン
ス

人
助
手
が
常
在
し
て
 

お
り
、

こ
の
作
業
に
当
っ
て
い
た
。

シ
ッ
ぺ
ー

ル

教
授
は
、
こ
の
デ

Iタ

.
バ
ン
 

ク
の
作
業
を
広
く
日
本
の
道
教
研
究
者
に
も
検
討
し
て
苡
い
た
い
旨
を
語
り
、
本
 

年

(一
九
八
五
年

)秋
の
日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
東
洋
部
門

(道
教

)の
折
、 

来
仏
さ
れ
る
日
本
の
研
究
者
た
ち
と
是
非
こ
う
し
た
デ
ー
タ
処
理
の
や
り
方
に
つ
 

い
て
意
見
を
伺
い
た
い
と

の

こ

と

で
あ
っ
た
。
研
究
室
の
メ
ン
バ

ー
は
、
す
べ
て
 

研
究
所
の
正
式
研
究
員
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
お
む
ね
、
前
記
高
等
研
 

究
院
の
シ
ッ
ベ
ー
ル
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
リ
ス
テ
ン
と

m復
し
て
お
り
、
本
年
の
日
仏
 

シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー

で
も
あ

る

ょ

う

で
あ
っ
た
。
な
お
同

教
授
に
つ
 

い
て
見
間
し
た
本
研
究
プ
！一
ジ

H

ク
ト
の
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
る
作
業
の
主
な
 

も
の
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
に
は
道
蔵
そ
の
も
の
の
再
検
討
で
あ
る
。

大
明
正
統
道
蔵
と
今
日
の
台
湾
版
道
蔵
は
、
同
じ
く
正
統
の
名
を
冠
す
る
も
、 

そ
の
内
容
に
お
い
て
一
致
し
な
い
点
が
多
い
。

こ
の
両
者
を
対
校
し
な
が
ら
、
道
 

蔵
所
収
経
典
の
新
し
い
エ
具

3を
作
成
し
つ
つ
あ
る
。
中
国
大
陸
本
土
に
お
い
て
 

は
、
す
で
に
道
士
が
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
の
で
、
明
代
道
蔵
に
つ
い
て
の
蒐
集
整
 

理
は
き
わ
め
て
不
分
明
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
台
湾
に
お
い
て
は
、
道
士
は
な
 

お
現
存
し
て
い
る
が
、
道
教
研
究
そ
の
も
の
が
極
め
て
低
調
で
、
研
究
者
の
数
も
 

少
な
い
。
従
っ
て
同
教
授
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
の
作
業
は
、
き
わ
め
て
吃
緊
*

で
あ
 

る
。
そ
の
中
で
も
特
に
研
究
の
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
は
道
蔵
中
 

の
儀
軌
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、

こ
れ
は
シ
ッ
べ

Iル
教
授
の
高
等
研
究
院
の
 

講
義
と
も
、
そ
の
内
容
を
ー
に
す
る
。
第
ニ
に
は
、
史
©
、
道
蔵
中
に
ぉ
け
る
道

教
術
語
の
蒐
集
と
正
確
な
概
念
規
定
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
作
業
は
一
九
七
八
年
 

以
降
ョ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
学
会
の
共
同
作
業
と
し
て
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

な
 

お
整
理
、
再
検
討
を
必
要
と
す
る
の
で
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
本
年
秋
渡
仏
す
 

る
日
本
人
研
究
者
と
十
分
討
議
を
重
ね
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
現
在
そ
の
い
く
つ
か
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
各
種
ィ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
中
心
 

と
す
る
工
具
書
の
作
成
及
び
、
道
典
の
分
類
の
方
法
上
の
諸
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
 

ま
た
一
九
八
五
年
の
学
会
で
、

日
本
人
研
究
者
に
提
示
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

_
 

こ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
目
録
学
上
の
方
法
に
の
み
頼
っ
て
い
る
と
些
か
 

不
都
合
が
生
ず
る
。

ま
ず
韻
に
よ
っ
て
分
類
す
る
方
法
は
、
あ
ま
り
正
確
な
通
検
 

を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
道
典
に
偽
書
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

た
 

と

え

ば

「
周
易
参
同
契
」

は

「
淮
南
子
」
と
同
系
の
韻
を
用
い
て
い
る
た
め
、
前
 

漢
の
も
の
か
ど
ぅ
か
は
判
定
し
難
い
。
音
韻
に
よ
る
分
類
方
法
は
、
安
心
し
て
用
 

い
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
分

類

方

法

(
ク
ロ
ノ
 
ロ
ジ
ィ
を
含
め
て

)は
、

一
つ
は
 

経
典
中
の
引
用
文
献
に
よ
っ
て
分
類
す
る
方
法
、

二

つ

に

は

「
演
出
」

(道
教
用
 

語
が
南
北
朝
以
降
、
急
速
に
そ
の
内
容
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
ぅ
事
実
を
さ
 

す

)の
過
程
を
考
處
に
お
き
乍
ら
、
編
年
分
類
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

た
と
 

え
ば
天
師
道
道
教
に
お
け
る
戒
律
は
一
八
〇
戒
か
ら
ニ
四
〇
戒
に
、

さ
ら
に
三
〇
 

〇

戒

へ
と

変

転

し

て

行

く

「
演
出
」
過
程
を
も
つ
が
、

こ
れ
ら
の
術
語
の
内
容
の
 

変
化
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
、
背
景
を
考
虛
に
入
れ
な
が
ら
分
類
し
、
通
検
を
 

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
道
教
神
の
名
前
の
増
加
を
考
え
て
、

こ
れ
を
編
年
方
法
の

资料
と
し
て
行
 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い
神
々
の
名
が
時
代
と
と
も
に
増
加
し
て
行
く
傾



向
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
も
、
分
類
、
編
年
の

fi要
な
要
 

素
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
文
字
の
異
同
、
字
体
の
検
討
等
、

一
般
的
な
書
誌
学
上
の
 

考
証
は
、
基
本
作
業
と
し
て
進
め
て
行
く
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
以
上
の
よ
う
 

な
諸
点
を
考
虛
に
入
れ
て
、

テ
ク
ス
ト
の
真
偽
、
時
代
の
推
定
を
、
同
グ
ル
ー
ブ
 

の
各
員
が
分
担
し
つ
つ
そ
の
作
業
を
推
進
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
要
す
 

る
に
資
料
と
し
て
の
道
蔵
を
、
歴
史
的
方
法
に
よ
り
厳
密
に
分
類
し
、
そ
の
工
具
 

書
を
作
成
し
て
行
く
と
い
う
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
各
時
代
に
お
け
る
道
蔵
収
 

録
経
典
の
成
立
過
程
を
知
り
、

テ
ク
ス
ト
の
真
偽
を
定
め
、
時
代
考
証
を
厳
厳
に
 

す
す
め
乍
ら
、
研
究
業
級
を
公
刊
し
て
行
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
法
に
も
と
づ
く
作
業
は
、
す
で
に
シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
の
プ
ロ
ジ
 

ニ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
、
徐

々
に
公
刊
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
既
刊
の
 

業
績
に
つ
い
て
は
、
本
学
会
主
幹
福
井
文
雅
博
士
の
紹
介
も
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
 

は
省
略
に
従
う
。

(福
井

文

雅

「
最
近
の
道
教
関
係
欧
文
文
献
」
⑴
⑵
。
『
東
洋
の
 

思
想
と
宗
教
』
創

刊

号

.第
二

号

.一
九
八
三
年

.一
九
八
四
年

)

一
応
主
な
る
書
名
の
み
を
挙
げ
て
お
け
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

(
シ

ッ

ぺ

ー
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行
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d

 

O
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i
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n
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a
l
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n
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ü
t
u
t
e

 

M
o
n
o
g
r
a
p
h
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，
一の

8
4

ィ
ザ
ベ
ル
•
ロ
ビ
ネ
夫
人

(一
s
a
b
e
l
l
e

 

ü
o
b
i
n
e
t
)

道
教
に
お
け
る
上
清
派
の
歴
史
的
意
義

(福
井
文
雅
博
士
訳
題

)

L
a
^
e
v

rti'I
a
t
l
o
n

 

d
u

 

S
l
i
a
n
g
q
m
g

 

d
a
n
s

 

r
h
l
s
t
o
l
r
e

 

d
u

 

t
a
o
ï
s
m
e
,

 

2

 vols, 

1
9
8
4
, 

P
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
s

 

d
e

 

F
E
c
o
k

 

p

l-la
n
ç
a
l
s
e

 

ü
'
w
x
t
r
ê
m
e
-
o
r
l
e
n
t
;

 

vol. 

C
X
X
X
V
I
I
.

ü

ビ
ネ
夫
人
は
現
在
マ
ル
セ
ー
ユ
大
学
の
助
教
授
に
転
出
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
 

る
が
、
高
等
研
究
院
の
シ
ッ
べ
ー
ル
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
及
び
ァ
ジ
ァ
研
究
所
の
 

フ
ロ

ジ

ヱ

ク
ト

に
も

参
加
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、

こ

こ

に

挙
げ
て
お
く
。

こ
れ
ら
 

を
含
め
て
シ
ッ
ぺ
ー
ル
氏
の
グ
ル
ー
プ
の
み
な
ら
ず
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
道
教
研
究
 

の
近
年
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
前
掲
福
井
博
士
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
同
グ
 

ル
ー
プ
は
お
お
む
ね
若
い
研
究
者
を
中
核
と
し
て
お
り
、

日
本
留
学
の
経
験
あ
る
 

ア
リ
ス

ト

ン

(
D
.

 

A
l
l
i
s
t
o
n
e
)

氏

、

力

リ
ノ
フ
ス
キ
ー

 

(
M
.

 

K
a
l
i
n
o
w
s
k
i
)

氏
 

ら
は
日
本
語
は
堪
能
で
あ
り
、
中
国
人
女
性
も
多
く
、

シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
の
前
記
 

各
種
索
引
の
共
著
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

以
上
の
作
業
を
通
じ
て
、

こ
 

ぅ
し
た
若
い
研
究
者
を
育
成
し
て
行
く
方
針
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
本
邦
に
比
し
、
研
究
者
の
年
齢
層
は
比
較
的
若
い
し
、

こ
と
道
教
研
究
 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
数
は
や
や
少
い
が
、
そ
の
将
来
の
実
力
に
つ
い
て
は
、

か
 

な
り
期
待
で
き
る

も
の
が
あ
る
ょ
ぅ

で
あ
っ
た
。
彼
地
の
東
洋
研
究
者
は
、

ょ
く



「
日
本
は
研
究

©が
厚
い
」
と
い
う
こ
と
を
、

讚
美
と
も
御
世
辞
と
も
つ
か
ず
述
 

ベ
ら
れ
る
が
、

こ

れ

が

「
人
数
」

の
多
さ
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
、
実
質
的
な
 

「
層
」
の
厚
さ
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
を

反
省
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
 

る

0
現
在
同
ブ

ロ

ジ

h
ク
ト
に
お
い
て
進
行
中
の
作
業
は
、
道
教
の
ビ
ブ
リ
オ
ダ
ラ
 

フ
ィ
の
作
成
で
あ
る
。

こ
れ
は
唐

.宋
遨
の
芸
文
志
は
、
必
ず
し
も
資
料
的
に
信
 

頼
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
、
直
接
道
蔵
に
依
拠
し
つ
つ
作
成
し
て
行
く
予
定
 

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
現
在
北
京
の
科
学
院
で
も
作
成
中
と
伝
え
ら
れ
 

る

「
受

籙次
第
法
信

伋」

の
如
き
は
、
本

年

(ー
九
八
五
年
)

の
日
仏
学
術
シ
ン
 

ポ

ジ

ゥ
ム
に
は
、
間
に
合
う
よ
う
に
公
刊
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と

い

う
こ
と

も
®
ら
 

さ
れ
た
。

今
後
の
大
き
な
プ

C3ジ

K

ク
ト
全
体
の
課
題
と
し
て
は
、
刊
本
の
み
な
ら
ず
抄
 

本
も
及
ぶ
限
り
蒐
集
し
、
道
教
の
抄
本
、
刊
本
の
あ
ら
ゆ
る
異
本
を
校
合
し
、
信
 

頼
の
お
け
る
テ
ク
ス
ト
に
も
と
づ
い
た
、
完
璧
な
道
蔵
経
典
提
要
を
作
る
こ
と
、 

そ
の
こ
と
は
同
時
に
大
明
正
統
道
蔵
を
さ
ら
に
厳
密
に
校
勘
し
た
、
真
に
依
る
ベ
 

き
重
印
道
蔵
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
ア
ジ
ア
研
究
所
の
逍
蔵
プ
ロ
ジ
ユ
ク
ト
に
お
け
る
作
業
の
概
要
で
あ
る
。

筆
者
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
道
教
研
究
の
第
三
の
場
所
は
、

シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
 

の
リ
ユ

.ド

.ア
レ

；R
u
e

 

d
e

 

H
a
l
l
è

の
御
自
宅
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
ま
っ
た
く
 

同
教
授
の
御
厚
怠
に
よ
る
も
の
で
、
同
教
授
は
筆
者
に
御
自
宅
の
門
と
»
斎
の
キ
 

丨

を
与
え
ら
れ
、
常
時
自
由
に
出
入
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
、
後
述
す
る
同
教
授
の
 

秘
蔵
の
写
本
の
閲

!Eを
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
教
授
が
一
九
六
ニ
年
台

南
よ
り
将
来
さ
れ
た
写
本
群
で
あ
っ
た
。
そ
の
写
本
群
は
中
国
大
陸
の
常
州
に
あ
 

っ
た
も
の
が
、

一
括
し
て
台
南
に
運
ば
れ
た
も
の
の
一
部
で
、
台
南
府
の
道
会
网
 

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
同
教
授
が
購
入
、
あ
る
い
は
寄
贈
さ
れ
て
、

パ
リ
 

に
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
総
計
で
三
百
余
帙
に
及
ぶ
も
の
で
、
同
教
授
の
推
 

定
で
は
、

お
お
む
ね
清
代
一
八
世
紀
末
よ
り
一
九
世
紀
初
頭
に
至
る
も
の
と
見
ら
 

れ
、
内
容
は
明
代
に
す
で
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
写
本
の

a写
年
代
 

は
、
最
古
の
も
の
で
明
末
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
写
本
は
お
お
 

む
ね
民
間
の
通
俗
的
な
道
教
の
経
典
科
儀
等
に
関
す
る
学
会
未
発
表
の
き
わ
め
て
 

贵道
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
笨
者
は
と
く
に
自
ら
の
研
究
志
向
よ
り
し
て
、

こ
 

れ
ら
の
写
本
に
い
ち
ぢ
る
し
い
興
味
を
覚
え
、
研
究
所
、

国
立
図

a館
、
高
等
研
 

究
院
に
通
ぅ
か
た
わ
ら
、
時
間
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

同
教
授
宅
に
お
伺
い
し
、 

右
の
写
本
の
閲

ÏÎ、
抄
写
に
従
事
し
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
洋
装
さ
れ
、
帙
に
入
 

れ
ら
れ
、
整
理
ナ
ン
バ
ー
を
附
し
て
、
同
教
授
の

*斎
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
 

れ
を
自
由
に
閲
読
で
き
て
、
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
に
つ
い
て
同
教
授
と
意
見
 

を
交
換
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
同
教
授
及
び
御
夫
人
の
御
厚
窓
に
は
感
謝
の
言
葉
 

を
知
ら
な
い
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
写
本
中
、
筆
者
の
特
に
興
味
を
も
っ
た
も
の
数
 

十
部
は
、
同
教
授
の
手
に
よ
り
コ
ピ
ー
さ
れ
て
、
筆
者
に
贈
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
 

内

容

•形
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
筆
者
の
手
も
と
で
整
理
中
で
、
近
い
将
来
公
 

刊
す
る
予
定
で
あ
る
。

同
教
授
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
研
究
を
公
刊
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
ば
か
り
で
 

な
く
、
御
所
蔵
の
全
写
本
の
解

M目
録
を
、
筆
者
が
協
力
し
て
、
日
本
に
お
い
て
 

公
刊
す
る
こ
と
を

決
怠
さ
れ
、

现在
そ
の
見
通
し
も
す
で
に
つ
い
て
い
る
。

こ
れ

— 10 —



ら
は
き
わ
め
て

贵
逭な
写
本
な
が
ら
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
そ
ぅ
し
た

资料
 

の
公
刊
を
求
め
る
声
が
少
な
く
、
中
国
大
陸
の
道
教
研
究
は
な
お
そ
の
情
勢
に
な
 

く
、
台
湾
も
、
道
教
研
究
者
の

®溥
く
、
寥
々
た
る
実
情
に
あ
り
、
そ
の
要
求
に
 

答
え
る
の
は
、
日
本
の
み
で
あ
る
と
の
同
教
授
の
判
断
に
ょ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
こ
れ
ら
の
写
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
氓
者
の
手
も
と
で

现在
整
理
中
 

の
も
の
を
含
め
、

い
ず
れ
詳
細
に
解
説
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
、 

そ
の
一
つ
一
つ
に
触
れ
る
こ
と
は
省
略
す
る
。

た
だ
目
睹
し
え
た
書
名
の
み
を

I
部
記
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

ナ
ン
バ
ー
は
 

シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
の
整
理
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

0S6天
師
真
人
傳
度
奏
職
文
検
全
染

0S5授

籙文
検

0S4功
徳
雑
記
用

09G謝
恩

—

謝

恩

啓

聖

科

儀

093道
教
大
普
度
科
儀
全
集

§太
上
三
五
都
功
版
券
職

1
錄
請
法
仙
簡

911正
乙
嗣
漢
歴
代
天
師
名
諱
詩
文
全
集

115道

蔵

(日
常
の
科
儀
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
、

い
わ
ゆ
る

1T道
蔵
』
で
は
な
い

)
 

114楽
簿
 

110雑
念

052
~
055金
録
祈
安
讓
災

酿事
文
検
 

091禳
災
清

醮文
検

以
上
は
ほ
ん
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
が
、
民
間
に
お
け
る
道
教
の
教
律
を
知
る

の
に
誠
に
茁

耍な
も
の
と
思
わ
れ
た
。
前
述
の
如
く
、

三
百
余
部
の
こ
れ
ら
の
写
 

本
は
、

い
ず
れ
公
け
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
斯
学
に
益
す
る
所
大
で
あ
 

ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

筆
者
が
公
務
を
別
と
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
私
人
と
し
て
の
道
教
研
究
を
楽
し
む
こ
 

と
が
で
き
た
の
は
、

シ
ッ
ぺ
ー
ル
教
授
の
私
宅
蔵
の
、

こ
の
写
本
群
と
、
同
教
授
 

及
び
令
夫
人
の
御
好
意
で
あ
っ
た
こ
と
を
附
し
て
、
謝
意
を
表
わ
し
て
お
く
こ
と
 

と
す
る
。

三
、
敦

煌

研

究

に

つ

い

て

滞
仏
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
敦
煌
研
究
の
、
当
時
の
情
況
に
つ
 

い
て
一
腔
し
て
お
く
。

(こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

現
在
他
の
場
所
で
公
表
す
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
要
点
の
み
記
し
て
お
く
こ
と
に
と
ど
め
る
。
)
筆
者
の
 

滞
仏
中
の
敦
煌
研
究
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
心
は
、
前
述
ア
ジ
ア
研
究
所
 

の
敦
煌
研
究
室

C
N

穴

S. 

Efo
A
. 43

8

で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
云
う
ま
で
も
な
く
、 

B
i
b
l
i
o
t
h
è
q
u
e
z
a
t
i
o
n
a
l
e

が
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
方
の
訪
仏
者
は
 

す
べ
て
承
知
の
こ
と
と
思
う
の
で
、
若
干
の
注
意
す
べ
き
点
の
み
を
摘
記
す
る
に
 

と
ど
め
る
。

研
究
所
の
敦
煌
研
究
室
は
、
前
記
道
教
研
究
室
と
同
一
フ
ロ
ア
に
あ
る
。
筆
者
 

が
フ
ラ
ン
ス
研
究
員
各
位
と
懇
談
会
等
を
行
っ
た
の
も
そ
の
部
屋
で
あ
っ
た
。 

(た
だ
し
、
公
開
講
演
会
は
、
同
研
究
所
の
一
階
の
小
講
堂
で
あ
っ
た

)

こ
こ
の
研
究
班
が
行
っ
て
い
る
作
業
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、

ベ
リ
オ
将
来
国

11



立
図
書
館
所
蔵
写
本
目
録
の
編
慕
で
あ
る
。

こ
の
目
録
は
周
知
の
如
く
、
そ
の
第
一
巻
が

、
"cp

t
a
l
o
g
u
e

 

d
e

 

m
a
n
u
s
c
r
i
t
s

chinois 
d
e

 
T
o
u
e
n
.
h
o
u
a
n
g
"

 

(Bibliothèque 

N
a
t
i
o
n
a
l
e
,
1970

)と
し
て
、 

最
初
に
世
に
問
わ
れ
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
.
ジ
ュ
ル
ネ
博
士
 (Jacques 

G
e
r
n
e
t
)
，
W
u

 

C
h
i
-
y
u

吳
其
呈
博
士
を
主
編
と
し
、

北
京
の
故
王
重
民
教
授
、

ビ
ブ
リ

オ

テ

 

ク

.
ナ
シ
オ
ナ
ル
の
マ
リ

I
. 
ロ
ー

ズ

.セ
ギ

女

史

(
M
.

 

»
. sé

g
u
y
)
，

エ
レ

ー
 

ヌ

•ヴ
ヱ

チ

女

史

(H. 

v
e
t
c
h
)
，

故

マ

リ

ー

.ロ
べ

ー

ル

.
ギ

ニ
ヤ

Iル
夫
人
 

(
M
.

 

R
.

 

G
u
i
g
n
a
r
d
)

等
多
く
の
研
究
者
が
協
力
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
っ
 

た
。

こ
れ
が
世
界
の
敦
煌
研
究
者
の
長
く
待
望
し
て
い
た
ペ
リ
オ
写
本
の
目
録
の
 

第
一
号
で
あ
り
、
ペ
リ
オ
漢
文
写
本
の
最
初
の
ナ
ン
バ
ー
た
る
ニ
〇

〇

一
号
か
 

ら
は
じ
ま
り
、

ニ
五
〇
〇
号
に
至
る
も
の
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
 

る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
秋
山
光
和
、
池
田
温
等
各
会
員
の
詳
細
な
紹
介
書
評
 

が
あ
る
し
、
筆
者
も
曾
て
一
文
を
公
け
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
多
く
は
触
れ
な

ヽ

O 
I
V

第
一
巻
刊
行
後
の
大
き
な
変
化
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
巻
に
は
、
五
〇
〇
点
ず
つ
の
写
本
を
一
冊
に
ま
と
め
、
全
一
〇
巻
と
し
て
 

刊
行
す
る
予
定
と
き
い
て
い
た
が
、

ニ
五
〇

一
号
か
ら
三
〇
〇
〇
号
に
至
る
第
二
 

巻
は
ま
だ
行
刊
さ
れ
ず
、
三
〇

〇

一
号
か
ら
三
五
〇
〇
号
に
至
る
第
三
号
が
す
で
 

に
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う

変
則
的
な
事
態
で
あ
る
。
し
か
も
同
研
究
室
に
お
け
 

る
見
聞
に
よ
れ
ば
、
第
四
冊
は
す
で
に
校
正
が
進
行
中
で
、
第
五
冊
の
原
稿
も
執
 

筆
中
な
の
で
あ
る
。

筆
者
の
所
属
す
る
大
学
に
お
い
て
も
、

こ
の
ペ
リ
オ
の
紙
焼
き
写
真
は
、
東
洋

文
庫
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

よ
っ
て
、
逐
次
整
備
中
で
あ
る
が
、

ニ
五
〇

一
号
 

よ
り
三
〇
〇
〇
号
ま
で
の
目
録
が
出
て
い
な
い
た
め
、
き
わ
め
て
研
究
員
、
学
生
 

の
利
用
に
不
便
を
来
た
し
て
い
る
。
そ
の
実
状
を
率
直
に
語
っ
た
所
、
第
二
冊
目
 

は
、

こ
の

E
R
A
.

 4
3
8

の
研
究
班
と
は
別
に
、
ビ

ブ

リ

オ

テ

ク

•ナ
シ
オ
ナ
ル
の
、 

前
述
セ
ギ
女
史
の
手
で
、

一
応
の
完
成
を
見
た
が
、

同
女
史
が
退
休
さ
れ
た
の
で
、 

目
下
ヴ
ュ
チ
女
史
の
手
で
編
慕
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
日
な
ら
ず
し
て
第
二
冊
も
公
け
に
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、 

そ
の
日
の
来
る
の
が
、

一
日
も
早
い
こ
と
を

期
待
し
て
お
き
た
い
。

第
二
に
は
、
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
の
異
動
で
あ
る
。

従

来

よ

り

E
R
A

 4
3
8

は
、

前
述
ミ
シ
ュ
ル
•
ス
ヮ
ミ
エ
教
授
が
主
幹
と
な
っ
 

て
い
た
が
、
目
録
第
一
冊
は
、
同
教
授
の
主
編
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、 

第
三
冊
は
、

A
v
a
n
t
-
P
r
o
p
o
s

は
同
教
授
の
手
に
な
り
、

ス
ヮ
ミ
エ
教
授
の
リ
ー
 

ド
の
も
と
に
、
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
参
加
し
た
研
究
者
の
メ
ン
バ

ー
は
左
 

の
通
り
で
あ
る
。

ジ

ャ

ン

.ピ
エ
ー

ル

.
ド
レ
ー

ジ

ュ

(J. 

P
.

 

D
r
è
g
e
)
，

左
景
権
、

ダ
ニ
エ
ル

.
 

エ
リ
ア
ス

ベ
ル
グ

(
D
.
w
i
a
s
b
e
r
g
)
，
H
o
u

 

c
h
i
n

TO-
l
a
n
g
,

ポ
 

I ル
.
マ
ニ
ヤ
 

ン

(
P
a
u
l

 

M
a
g
n
i
n
)
，

マ

リ

ー

•パ
ス
カ
ル
.
モ
ニ
エ

(
M
a
r
i
e
.
p
a
s
c
a
l
e

 

s
o
n
n
i
e
r
)
，

マ
リ
！

ク
レ
エ
ル
.
キ
ク
メ

 
ー

ル

(
M
a
r
i
e

 

c
l
a
i
r
e

iou
i
q
e
m
e
l
l
e
)
， 

リ
シ
ャ
ー

ル

.
シ
ュ
ネ
デ
ー

ル

(
R
i
c
h
a
r
d

 

s
c
h
n
e
i
d
e
r
)
，

エ
リ
ッ
ク
•
ト
ロ
ン
べ
 

丨

ル

(
E
r
i
c
T
r
o
m
b
e
r
t
)

及
び
呉
其
昱
博
士
等
で
あ
る
。
筆
者
が
研
究
所
で
お
 

会
い
で
き
た
の
は
、

必
ず
し
も
こ
の
全
員
で
は
な
く
、

ま
た
前
記
郭
麗
英
女
史
や
 

京
戸

慈
光
氏
も
加
わ
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
果

し

て

E
R
A
.

 

4
300の
正
規
の
研
究

— 12 —
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員
が
何
名
な
の
か
詳
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ス
ワ
ミ

H

教
授
の
 

指
導
の
下
に
、

こ
れ
ら
の
人
々
が
、

ペ
リ
オ
目
録
の
作
業
を
中
心
に
活
躍
し
て
お
 

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ス
ワ
ミ

H

教
授
の
お
話
し
に
よ
れ
ば
、
最
近
、

同
目
録
の
主
宰
は
、

ス
ワ
ミ

H

教
授
が
こ
れ
を
辞
さ
れ
、
ポ
ー
ル

.
マ
ニ
ャ
ン
氏
 

が
代
わ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

E
R
A
.

 

4
3
8

は
、
筆
者
の
滞
仏
中
に
 

限
っ
て
い
え
ば
、
依
然
と
し
て
、

ス
ワ
ミ

H

教
授
の
指
導
下
に
あ
る
も
の
と
考
え
 

ら
れ
た
。

第
三
に
は
、
こ
の
目
録
の
刊
行
主
体
の
変
更
で
あ
る
。

第

一

冊
目
は
、

ビ
ブ
リ
 

オ
テ
ク

.ナ
シ
オ
ナ
ル
の
東
洋
写
本
部
の
刊
行
と
な
っ
て
い
た
が
、

こ
の

第
三
冊
 

目
、

一
九
八
三
年
刊
は
、

シ
ン
ガ

ー

.
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
の

基
金
に
よ
る
刊
行
で
あ
 

る
。

も

っ
と
も

第
一
冊
に
お
い
て
も
、

こ
の

大
実
業
家
の
基
金
の
授
助
は
あ
っ
た
 

よ
う
で
あ

る

が

、

第
三
冊
に
関
し
て
い
え
ば
、
ビ

ブ

リ

オ

テ

ク

.
ナ

シ
オ
ナ
ル
は
 

刊
行
主
体
で
は
な
い
。
現
在
東
洋
写
本
部
主
任
の
コ
ー

H

ン
夫
人
は
ス
ワ
ミ
工
教
 

授
の
高
弟
の
由
で
、
作
業
の
連
絡
は
き
わ
め
て
な
め
ら
か
な
よ
う
で
あ
る
が
、
今
 

後
の
第
四
冊
、
第
五
冊
の
刊
行
も
ひ
き
つ
づ
き
第
三
冊
と
同
じ
形
態
を
と
っ
て
い
 

く

も

の

と

思
わ
れ
た
。

第
四
に
は
、
編
慕
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ュ

Iタ
の
導
入
等
、
そ
の
方
法
が
い
ち
じ
 

る
し
く
活
性
化
し
、
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、
ま
た
正
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
 

る
。
も
ち
ろ
ん
基
礎
作
業
と
し
て
の
、
図
書
館
に
お
け
る
写
本
調
査
は
厳
密
に
実
 

行
さ
れ
て
い
る
。
現
に
筆
者
が
図
書
館
に
い
る
中
も
、

エ
リ
ア
ス
ベ
ル
グ
嬢
、
呉
 

其
昱
博
士
等
と
は
し
ば
し
ば
同
写
本
部
で
お
目
に
か
か
っ
た
し
、
そ
の
作
業
も
目
 

睹
し
た
が
、
研
究
所
に
お
け
る
作
業
の
機
械
化
は
、
か
な
り
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
、
紙
質
、
墨
色
等
の
科
学
的
調
査
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
、
主
と
し
て
前
記
 

ド
レ
ー
ジ
ュ
氏
の
光
線
利
用
の
調
査
方
法
等
に
よ
る
写
本
真
偽
の
鑑
定
、

ク
ロ
ノ
 

ロ
ジ
イ
の
確
定
等
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ド
レ
ー
ジ
ュ
氏
は
、
そ
ぅ
し
た
方
法
に
 

よ
っ
て
、
台
北
中
央
図
書
館
蔵
の
敦
煌
文
献

(マ
イ
ク

！！
.フ
ィ
ル
ム
は
東
洋
文
 

庫
に
あ
り
、
全
巻
子
は
、
台
湾
石
門
出
版
公
司
『
敦
煌
巻
子
』

に
収
め
ら
れ
て
い
 

る

)の
再
調
査
を
行
な
わ
れ
た
由
で
あ
る
。
本
邦
に
お
い
て
も
か
か
る
方
法
は
、 

藤
枝
晃
博
士
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
が
、 

フ
ラ
ン
ス
の
か
か
る
方
法
の
急
速
な
進
展
は
、
今
後
に
新
し
い
展
望
を
ひ
ら
く
も
 

の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
に
は
、
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の
世
界
の
敦
煌
研
究
者
、
研
究
機
関
と
の
交
流
 

が
す
で
に
急
速
に
す
す
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
〇
年
以
前
筆
者
が
訪
仏
し
た
 

折
に
は
、

レ

-

1

ン
グ
ラ
ー
ド
所
蔵
の
敦
煌
文
献
は
ほ
と
ん
ど
同
研
究
所
に
そ
な
え
 

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
日
で
は
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
 

メ
ン
シ
コ
フ

(JI. 

H
.
s
e
H
b
m
H
K
O
B
)

教
授
の
も
と
を
訪
問
さ
れ
て
、
直
接
交
 

流
の
道
も
ひ
ら
か
れ
て
い
る
し
、
仏
、
蘇
両
機
関
の
交
換
に
よ
り
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
 

の
東
洋
研
究
所
々
蔵
の
全
写
本
の
フ
ィ
ル
ム
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
ペ
リ
オ
文
献
の
フ
 

ィ
ル
ム
と
交
換
に
、
す
べ
て
パ
リ
に
そ
な
え
ら
れ
て
い
る
。
本
邦
に
お
け
る
レ
ニ
 

ン
グ
ラ
ー
ド

文
献
が
な
お
個
人
将
来
の
寄
贈
や
紙
焼
き
が
東
洋
文
庫
に
若

干

収

め

 

ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
に
比
し
、
国
家
規
模
で
行
な
わ
れ
る
事
業
が
、 

欧
州
各
国
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
思
ぅ
と
焦
慮
の
念
に
堪
え
ぬ
も
の
を
、
感
ぜ
 

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
フ
ラ
ン
ス
研
究
班
と
中
国
と
の
交
流
も
、
特
筆
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ



ろ
う
。

一
九
八
ニ
年
、

ス
ヮ
ミ
ニ
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
同
研
究
班
は
敦
煌
に
赴
 

か
れ
た
。

こ
れ
は
ペ
リ
オ
訪
煌
以
来
、

フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
者
が
訪
れ
た
始
め
て
の
 

こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
だ
こ
の
訪
煌
は
、
必
ず
し
も
フ
ラ
ン
ス
側
の
満
足
を
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
 

た
ょ
う
で
あ
る
。
敦
煌
文
物
研
究
所
に
は
、
す
で
に
学
界
周
知
の
通
り
、
第
十
七
 

号
窟
発
見
後
、
蒐
集
さ
れ
た
若
干
の
写
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(そ
の
目
録
は
 

『
文
物
資
料
叢

邗』

第
一
号

—文
物
出
版
社

.I

九
七
七
年

—に
、

「
敦
煌
文
物
 

研
究
所
所
蔵
敦
煌

遗書
目
録

—敦
煌
文
物
研
究
資
料
室
編

—と
し
て
、

三
六
七
点
 

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

)フ
ラ
ン
ス
敦
煌
研
究
班
は
、

こ
の
敦
煌
文
物
研
究
所
々
蔵
 

写
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
入
手
を
望
ん
だ
が
、
果
し
得
な
か
っ
た
ょ
う
で
、
敦
 

煌
滞
在
も
一
両
日
に
す
ぎ
ず
、
徹
底
し
た
研
究
調
査
は
不
可
能
だ
っ
た
と
の
こ
と
 

で
あ
る
。
ま
だ
フ
ラ
ン
ス

•中
国
両
国
の
協
同
研
究
、
全
面
的
研
究
交
換
の
域
に
 

は
達
し
て
い
な
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中

国

.
フ
ラ
ン
ス
の
 

敦
煌
研
究
の
交
流
が
断
絶
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
停
滞
し
て
い
る
と
思
う
の
は
 

あ
や
ま
り
で
あ
る
。
若
干
、
形
式
的
で
は
あ
っ
て
も
、
前
述
の
如
く
、

フ
ラ
ン
ス
 

側
の
訪
中
は
あ
っ
た
し
、
ま
た
一
九
八
三
年
に
は
、
敦
煌
文
物
研
究
所
の
ス
タ
ッ
 

フ
の
パ
リ
訪
問
が
あ
り
、
法

中

(フ
ラ
ン
ス

.中
国

)敦
煌
学
会
が
、

パ
リ
に
お
 

い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
三
年
二
月
二
十
一
日
、

二
十
二
日
、

二
十
三
日
 

パ
リ
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
た

C
o
l
loque 

franco-chinois

が
そ
れ
で
、

や
は
り
 

ノ

ン

ガ

ー

•ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
の
基
金
で
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
コ
ロ
ッ
ク
の
成
果
は
ー
九
八
四
年
十
ニ
月
に

泛̂

マ

么：一̂

^
^
^
^^^
⑴
 

et 

les 

Manuscrits 

d
e
c
u
n
h
u
a
n
g
'

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
一

部
ゆ
ず
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
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っ
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以
上
序
及
び
論
文
一
四
七
頁
、
写
真
図
版
五
四
葉
の
美
装
本
で
、
や
は
り
シ
ン
 

ガ

ー

•
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
基
金
に
ょ
る
刊
行
で
あ
る
。

こ
の
ょ
ぅ
に
フ
ラ
ン
ス
研
究
班
が
敦
煌
文
物
研
究
所
と
直
接
交
流
し
、
国
際
コ
 

ロ
ッ
ク
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
注
目
す
べ
き
動
向
で
、
今
後
に
 

お
け
る
各
国
間
の
交
流
を
活
性
化
す
る
大
き
な
刺
激
剤
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
こ
と
は
、 

当
然
予
測
さ
れ
る
。

以
上
述
べ
た
如
く
、

ペ
リ
オ
文
献
目
録
の
作
業
を
中
心
と
し
た

E
R
A
.

 4
3
8

の
 

活
動
は
、
数
年
前
と
は
、
若
干
の
変
化
を
見
せ
な
が
ら
も
、
着
実
に
つ
づ
け
ら
れ
 

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
全
巻
が
完
結
す
る
の
は
な
お
多
大
の
歳
月
を
要
す
る
で
あ
ろ

ぅ
が
、
若
い
研
究
者
も
着
実
に
養
成
さ
れ
て
い
る
し
、

各
国
と
の
交
流
も
活
潑
化
 

し
て
い
る
し
、
次
第
に
そ
の
内
容
も
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
ぅ
。

な
お
、
目
録
を
は
な
れ
て
、

E
R
A
.

 4
3

COの
若
干
の
活
動
に
つ
い
て
附
記
し
て
 

お
く
。

ス
ヮ
ミ
エ
教
授
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、

右
の
目
録
作
業
を
中
心
と
し
な
 

が
ら
、
な
お
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
敦
煌
に
関
す
る
研
究
業
績
を
公
刊
し
つ
つ
あ
 

る
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d
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。
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l
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の
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モ
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ラ
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と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
訪
仏
の
折
に
は
、
そ
の
第
三

® 

が

そ

の

年

(一
九
八
四
年
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刊
行
さ
れ
て
い
た
。

主
編
は
ス
ヮ
ミ
エ
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授
で
、 

今
、
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の
目
次
の
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示
せ
ば
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左
の
通
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あ
る
。
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一
巻
、

ニ
巻
に
つ
い
て
は
、
夙
に
本
邦
研
究
者
の
利
用
す
る
所
と
な
っ
て
い
る
 

か
ら
、
そ
の
目
次
を
示
す
こ
と
は

避
け
る
。
本

号

は

E
c
o
l
e

 Française 

C
T
E
X
-

 

t
r
ê
m
e
-
o
r
i
e
n
t

の
刊
行
に
係
り
、

そ
の
学
報
の
通
算
ナ
ン
バ
ー
は

C
X
X
X
V

で
 

あ
る
。

こ
の
学
報
は
、
現

在

の

E
R
A
.

 4
3
8

の
研
究
志
向
や
水
準
を
示
す
も
の
と
 

し
て
、
今
後
も
注
目
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

な
お
ス
ヮ
ミ
エ
教
授
は
、

日
本
所
蔵
の
敦
煌
文
献

—す
な
わ
ち
龍
谷
大
学
•
書
 

道
博
物
舘

•藤
井
有
隣
舘
等
々
の
全
文
献
の
マ
イ
ク
ロ
化
と
、
そ
の
完
璧
な
目
録
 

の
公
刊
を
切
望
し
て
お
ら
れ
た
が
、
同
様
の
希
望
は
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
メ
ン
 

シ
コ
フ
教
授
、

台
湾

の

黄

永

武

教

授

(『敦
煌
宝
蔵
』

主
編
者

)か
ら
も
、

筆
者
 

は
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
在
日
本
敦
煌
文
献
」

の
マ
イ
ク
ロ
化
と
、

目
録
 

の
公
刊
は
、
今
後
日
本
の
敦
煌
研
究
者
の
一
つ
の
課
題
と
し
て
、
世
界
の
斯
学
界
 

か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

ス
ヮ
ミ

H

教

授

は

E
R
A
.
4
3
8

の
貴
任
者
た
る
地
位
を
マ
ニ
ャ
ン
氏
に
譲
っ
た
 

と
い
っ
て
も
、
筆
者
の
滞
仏
中
は
、
な
お
実
質
的
な
主
宰
者
で
あ
り
、
そ
の
研
究
 

活
動
は
い
さ
さ
か
も
減
じ
て
い
な
い
。
高
等
研
究
院
の
教
敦
と
し
て
は
、

一
九
八
 

四
年
よ
り
、

一
九
八
五
年
ま
で
の
講
義
と
し
て
、
「
敦
煌
の
写
本
と
絵
画
」

M
a
­

nuscrits 

s peintures 

d
e

 

D
u
n
h
u
a
n
g

 
を
開
講
さ
れ
 る
由
で
あ
っ
た
。 
筆
者
 

の
滞
仏
中
は
、

ま
だ
開
講
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
 

を
聴
講
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
教
授
の
語
ら
れ
た
所
に
よ
れ
ば
、

こ
 

の
講
義
は
、
絹
に
書
い
た
絵
画
で
は
な
く
、
紙
の
写
巻
に
書
か
れ
た
絵
画
を
中
心
 

と
し
て

講
ぜ
ら
れ
る
予
定
で
、
と
く
に
白
描
、

白

画
が
中
心
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
と
 

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
既
刊
の
故
ポ
ー
ル

•ド
ミ

H

ヴ

ィ

ル

(P. D
e
m
i
è
v
i
l
l
e
)

博



士
、
餾
宗
頤
博
士
の

*

D
u
n
h
u
a
n
g
B
a
i
h
u
a

 乂

敦

煌

白

画
.正
式
に
は

Peintures 
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r
o
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 cle D
u
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g

 

ID
u
n
l
i
u
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n
g

 B
a
i
h
u
a

I で

、Publications 

ü
e

 

F

 École 
Française 

c
r
E
x
t
r
ê
m
e
-
o
n
e
n
t
,

 

M
é
m
o
i
r
e
s

 

archéologiques, 

X
I
I
I

で
、
右
両
博
士
の
他
に

P
i
e
r
r
e

匁

y
c
k
m
a
n
s

氏
が
参
加
し
て
お
ら
れ
る
。 

一
九
七
八
年
刊

)と
如
何
に
か
ら
み
合
ぅ
か
、
誠
に
興
味
あ
る
所
で
あ
っ
た
。
幸
 

い
な
こ
と
に
、

こ
の
講
義
は
高
等
研
究
院
の
ア
ニ
ュ
エ
ー

ル
に
出
る
他
、

日
本
の
 

講
談
社
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
『
西
城
美
術
』

の

「
ギ
メ
美
術
館
」

(
ロ
ン
ド
 

ン
大
英
博
物
舘
の
部
は
既
刊

)の
部
に
、

そ
の
全
文
が
収
録
さ
れ
、

い
ず
れ
公
刊
 

さ
れ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
遠
か
ら
ず
本
邦
研
究
者
の
目
に
も
触
れ
る
こ
と
と
な
 

る
で
あ
ろ
ぅ
。

ス
ヮ
ミ

H

教
授
の
近
況
の
み
で
な
く
、

古
く
か
ら
の
知
己
で
あ
る
呉
其
昱
博
 

士
、
ダ

ニ

H

ル

.H

リ

ア

ス

ベ
ル
グ
嬢
の
研
究
等
に
つ
い
て
も
、
そ
の
お
聞
き
し
 

た
所
を
伝
え
た
か
っ
た
が
紙
幅
の
関
係
で
す
ベ
て
省
略
す
る
。

ま

た

コ

レ

ー
ジ

ュ

.ド

.
フ
ラ
ン
ス
の

日
本
学
の
担
当
者
で
、

こ
れ
ま
た
古
く
 

よ
り
辱
知
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
•
フ

ラ

ン

ク

(
s
. B. 

F
r
a
n
k
)

博
士
か
ら
は
、
研
究
 

所
や
御
自
宅
で
、
種
々
御
教
示
を
蒙
り
、
と
く
に
日
本
及
び
ョ
ー

a

ッ
パ
の
多
神
 

教
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
示
唆
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
こ
れ
も
 

本
稿
標
題
と
ち
が
っ
た
タ
イ
ト
ル
の
下
に
紹
介
す
べ
き
こ
と
が
多
い
の
で
略
に
従
 

う

こ

と

と

す

る

。

フ
ラ
ン
ク

教
授
の
御
諒
承
を
お
願
い
し
た
い
。

四
、

お
わ
り
に

以
上
き
わ
め
て
雑
然
と
昨
秋
滞
仏
の
折
の
見
聞
を
記
し
て
来
た
。
冒
頭
に
記
し
 

た
如
く
、

こ
れ
は
一
九
八
四
年
秋
の
約
一
ヶ
月
に
す
ぎ
ぬ
滞
仏
の
限
ら
れ
た
ィ
ン
 

フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
フ
ラ
ン
ス

東
洋
学
の
近
況
と
称
す
つ
も
り
 

は
毛
頭
な
い
。

筆
者
の
限
ら
れ
た
知
識
と
経
験
に
ょ
る
も
の
な
の
で
、
会
員
諸
賢
の
御
参
考
の
 

一
端
と
も
な
り
え
ぬ
か
も
知
れ
な
い
。

た
だ
年
々
の
招
聘
者
が
過
去
に
も
あ
っ
た
 

し
、
今
後
も
あ
る
こ
と
を

思
い
、
筆
者
の
狭
い
視
野
か
ら
の
報
告
も
、
あ
る
い
は
、 

些
少
の
補
助
の
役
割
り
を
果
す
か
と
思
わ
れ
た
の
で
、
編
集
部
の
勧
め
に
応
じ
た
 

次
第
で
あ
る
。

今
後
、

こ
の
分
野
で
訪
仏
さ
れ
る
方
々
の
、

ょ
り
周
到
な
報
告
を
期
待
す
る
。 

フ
ラ
ン
ス
及
び
日
本
の
関
係
者
各
位
の
、
筆
者
滞
仏
に
際
し
て
の
御
厚
志
に
改
め
 

て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

—附
記

—ビ
ブ
リ
オ
テ
ク
•
ナ
シ
オ
ナ
ル
に
つ
い
て
触
れ
る
余
地
は
な
く
な
っ
た
 

が
、

一
言
だ
け
記
し
て
お
く
。
同
舘
東
洋
写
本
部
で
の
ペ
リ
オ
写
本
の
閲
覽
は
、 

筆
者
の
過
去
両
三
次
に
お
け
る
訪
仏
の
折
は
、
比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
が
、
現
在
 

で
は
い
ち
ぢ
る
し
く
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
同
舘
入
構
証
も
写
真
を
附
し
た
も
の
 

を
必
要
と
す
る
し
、
写
本
部
で
は
、

一
般
に
は
、
写

本

の

コ
ピ
ー

を
見
せ
る
由
で
、 

原
巻
は
な
か
な
か
閲

宽さ
せ
な
い
。
筆
者
は
ス
ヮ
ミ
エ
教
授
の
紹
介
で
、
同
舘
東



洋
写
本
部
コ
ー

H

ン
夫
人
の
許
可
に
よ
り
、

す
べ
て
原
巻
を
閲
読
で
き
た
が
、 

「降
魔
変
文
」
画
卷
本
の
如
き
は
特
別
扱
い
で
、

他
の
写
本
と
区
別
し
て
貸
出
さ
 

れ
た
。

H
リ
ア
ス
ベ
ル
グ
嬢
の
話
に
よ
れ
ば
、
近
年
写
本
を
汚
損
さ
せ
た
り
、
甚
 

し
き
に
至
っ
て
は
、
写
本
の
一
部
を
切
り
と
る
(
ペ
リ
オ
写
本
で
は
な

い

)よ
ぅ
 

な
不
徳
義
漢
が
い
た
た
め
、

か
か
る
厳
重
な
措
置
が
と
ら
れ

た

と

の

こ

と

で
あ
っ
 

た
。

〇

会
員
総
会
報
告

『
学
会
通
信
』
前

号

に

予

告

の

ご

と

く

、

昭
和
六
〇
年
度
総
会
は
六
月
七
日
 

(金

)午
後
、

京
都
大
学
近
辺
の
関
西
日
仏
学
館
内
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

東
京
方
 

面
か
ら
は

梪会
長
、
福
井
主
幹
を
は
じ
め
七
氏
の
御
来
駕
を
忝
く
し
、
出
席
会
員
 

は
計
ニ
ニ
名
を
数
え
た
ほ
か
、
会
員
外
か
ら
も
十
名
余
の
オ
ブ
ザ

1'
ハ
ー

参

加

が

 

見
ら
れ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
主
と
し
て
談
亊
に
関
す
る
打
合
せ
の
た
め
、
評
議
員
会
を
行
 

な

ぅ

(三
時
半
よ
り
、

二
階
サ
ロ
ン
に
て

)。
出
席
者
は
羽
田
、

®、

大
地
原
、 

デ
ュ
ル
ト
、
福
井
、
興
膳
、
坂
出
、
御
牧
、
浜
田
、
弥
永
、
川
崎
の
各
評
議
員
。 

総
会
議

#と
座
談
会
と
は
、
中
憩
な
く
 
(
四
時
 一

0分
よ
り
ニ
時
間
)

一
階
稲
畑
 

ホ
ー
ル
で
開
催
、
御
牧
克
己
幹
堪
が
総
括
司
会
に
当
っ
た
。
冒
頭
ミ
シ
ェ
ル
.
ヴ
 

ィ
ェ
館
長
に
対
し
、
司
会
者
か
ら
謝

总表
明
が
ぁ
っ
た
ほ
か
、
会
の
概
要
は
左
記
 

の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
、
開
会
の
辞
 

複
一
雄
会
長

一
、
総

会

議

事

(議長
興
膳
宏
評
議
員

)

A
審
議
事
項

1
昭
和
六
〇
年

度

予

算

案

(川
崎
ミ
チ
コ
会
計
幹
事
よ
り
、

五
九
年
度
決
算
 

報
告
と
と
も
に
六
〇
年
度
予
算
案
を
説
明
、

承
認
。

別
表
参
照
の
こ
と

。
)

2
「
関
西
部
会
」
名

称

の

新

設

(地
域
的
に
限
ら
れ
た
他
団
体
と
の
共
催
行
 

事
に
対
し
、
該
部
会
名
称
の
使
用
が
許
さ
れ
た
い
旨
を
、
大
地
原
評
議
員
よ
 

り
要
訪
、

承
認

。
)

3

学
会
役
員
の
補
充
選
出

(神
田
喜
一
郎
、
川
勝
義
雄
、
両
評
談
員
の
逝
去
 

と
浜
田
正
美
幹
事
の
勤
務
地
変
更
と
に
伴
な
い
、

関
西
在
住
の
評
議
員
•
幹
 

事
と
し
て
森
安
孝
夫
氏
を
羽
田
名
誉
会
長
よ
り
推
挙
、
承
認

。
)

4
学
会
事
務
局
員
へ
の
出
張

费補
助

(福
井
主
幹
よ
り
弥
永
信
美
、
川
崎
ミ
 

チ
コ
両
氏
の
実
情
を
説
明
、
承
認

。
)

B
報

告

事

項

(福
井

文

雅

主

幹

)

1
学

会

事

務

局

「
書
記
」

の

新

設

(弥
永
信
美
氏
が
就
任

。
)

2
『
学
会
通
信
』
第

四

号

の

編

集

案

(詳
細
略
、

と

く

に

®評

.
新
刊
紹
介
 

擱
の
企
画
が
報
告
さ
れ
た

。
)

.

3
第
四
回
日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開

催

準

備

の

近

況

(詳
細
略

。
)

(な
お
、

こ
の
間
、

弥

永

書
記
よ
り
『
会
員
名
簿
』
中
の
誤
植
指
摘
に
つ
 

き
依
頼
あ
り
、

ま
た

出
席
者
中
よ
り
、

2に
触
れ
て
、
会
員
紹
介
的
な
記

# 

の
考
鹿
を
促
す
声
が
あ
っ
た

。
)
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日仏東洋学会昭和 59年 度 （昭和 59年 4 月 1 日〜昭和60年 3 月31日）会計決 ÏÏ報告

収 入

普通会貝会 ÏÏ 234, 000

利 息 120

合 計 234,120

支 出

印刷費 90, 000
① 『学会通信』第 2 号製作跋 20, 000
② 『学会通信』第 3 号製作 费 20, 000

③学会員名簿製作 2Ï 50, 000

通信 ® 23, 210
① 『学会通信』第 2 号発送 钱 6,210
② 『学会通信』第 3 号発送 ÏÏ •学会員名溥発送跋 17, 000

会議費 1,600
消耗品 费 20,830
雑 ÏÏ 44,000
発 会 準 備 の 為 の 支 出 （昭和58年度分） 5,870

①通信 费 3,470
②消耗品 Ï5 2,400

合 計 185, 510

総 収 入 一 総 支 出 =234,120 — 185,510 =  48,610 

昭和 59年度残金 48, 610円は，昭和 60年度への繰越金とする 0 

上記のごとく相違ありません。

昭和 60年 6 月 4 日
日仏東洋学会会計監琪  池 田 温

日仏東洋学会会計監事  原 ÏÏ

日仏東洋学会昭和60年 度 （昭和 60年 4 月 1 日〜昭和31年-3月31日）会計予 兑

収 入

普通会員会 贤 210, 000

利 息 （昭和 60年 -1月 1 日入金） 1,353

繰 越 金
48,610

合 計
259, 963

支 出

印刷费
70, 000

r> :一学会通g : 第 4 号製作 费
30, 000

2； r学会通信』第 5 号製作 费 30, 000

③諸案内ハガキ印刷費
10, 000

通信 费

；〇 r学 会 通 G  J 第 4 号発送費 8, 000

â  T学会通信』第 5 号発送 ÏÏ 8, 000

Î4Ï別講演会開催通知用ハガキ代
8,000

D 上記以外の通信 赀
15,000

会議 2Ï 15,000

消耗品が 20, 000

支払報酬費
6,000

雑 费 61，353

予備Vi 48,610

合 計 259, 983

19 —



一
、
座

談

会

「
東
洋
学
各
分
野
に
お
け
る
戦
後
日
仏
交
流
の
歩
み
」

(進
行
担
当
、
大

地

原

豊

評

議

員

。
時
間
的
制
約
か
ら
今
回
は
、

羽
田
名
誉
 

会
長
お
ょ
び
京
大

.東
南
ア
研

•所
長
、
石
井
米
雄
教
授
か
ら
の
要
旨
左
の
ご
と
 

き
談
話
を
主
と
す
る
に
止
ま
っ
た

。
)

1
羽
田
明
氏
談
話

-一
九
三
六
年
か
ら
ニ
年
余
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
は
、
ベ

ル

• H

ボ
ッ
ク
の
落
日
と
重
な
る
人
民
戦
線
期
か
ら
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン

会
議
そ
し
て
 

チ
ュ
コ
解
体
へ
と
急
転
直
下
の
時
勢
で
は
あ
っ
た
が
、
同
じ
こ
ろ

滞
仏
の
宮
崎
市
 

定
博
士
が
オ
ス
マ
ン
•
ト
ル
コ
史
に
向
わ
れ
る
の
と

云
わ
ば
分
業
的
に
、

ト
ル
キ
 

ス
タ
ン
史
料
を
目
指
し
て
所
要
の
基
礎
を
固
め
る
に
努
め
た
。
戦
後
の
日
本
で
、

,1雅
夫
氏
に
発
す
る
東
大
の
系
列
も
加
わ
っ
て
ト
ル
コ

学
の
進
展
が
著
し
い
間
、 

往
年
フ
ラ
ン
ス
に
持
っ
た
知
己
が
若
き
後
進
の
留
学
を
実
現
す
る
上
で
大
い
に
役
 

立
ち
、
そ
の
結
果
は
ト
ル
コ

学
の
み
な
ら
ず
、
近
世
ィ
ラ
ン
研
究
、
さ
ら
に
は
先
 

史
考
古
学
に
お
い
て
ま
で
、
気
鋭
の
専
門
家
が

纸出
す
る
に
到
っ
た
。
顧
み
て
深
 

く
同
慶
に

®え
な
い
。

こ
の
談
話
に
関
連
し
て
山
中
一
郎
氏
は

V 

. H

リ
セ
 

エ

フ

(現
ギ
メ
博
物
館

)館
長
を
介
し
て
先
石
器
考
古
学
の
門
に
進
ん
だ
経
緯
を
、 

浜
田
正
美
、
森
安
孝
夫
の
両
氏
は
ハ
ミ
ル
ト
ン

博
士
を
め
ぐ
る
ト
ル
コ

学
の
学
界
 

消
息
を
、
ま
た
オ

ー
バ
ン

教
授
に
学
ん
だ
羽
田
正
氏
は
、
他
日
べ
ル
シ
ア

世
界
に
 

対
す
る
東
か
ら
の
視
野
を
拓
き
た
い
旨
の
抱
負
を
、

い
ず
れ
も
活
発
に
開
陳
さ
れ
 

た
。

2
石
井
米
雄
氏
談
話
—

戦
前
ハ
ノ
イ
の
極
束
学
院
で
セ
デ
ス
院
長
と
相
識
 

ら
れ
た
山
本
達
郎
博
士
の
門
下
か
ら
は
、
戦
後
に
金
山
好
男
氏
が
現
れ
て
パ
リ
に
 

留
学
、

セ
デ
ス
博
士
に
師
事
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
不
幸
に
も
一
九
六
ニ
年
、
同

氏
の
客
死
に
よ
っ
て
以
後
の
数
年
間
は
、
イ

ン

ド

•
シ
ナ

学
に
お
け
る
日
仏
交
流
 

に
空
白
が
生
じ
た
。

し
か
し
な
が
ら
一
九
六
八
年
パ
リ
に
お
い
て
石
井
が
、

タ
イ
 

古
代
法
典
に
関
し
ラ
ン
ガ
博
士
の
個
人
的
指
導
に
接
し
て
以
来
、

木
村
哲
三
郎
 

(ア
ジ

研

)、
石

沢

良

昭

(上
智
太

)、
新

谷

忠

彦

(
A
A研

)、
坪

井

善

明

(北
大
)
、 

そ
の
他
の
諸
氏
が
続
々
と
相
次
ぎ
、

ベ
ト
ナ
ム
、

ク
メ
ー

ル
、

タ
イ
の
各
研
究
分
 

野
で
、

コ
ン
ド
ミ
ナ
ス
、
ジ
ャ
ッ
ク
、

オ
ー
ド
リ
ク

ー
ル
ら
の
諸
家
と
の
間
に
密
 

接
な
関
係
が
結
ば
れ
て
来
て
い
る
。

し
か
も
、
石
井
自
身
の
場
合
が
そ
ぅ
で
あ
る
 

よ
ぅ
に
、

こ
の

新
し
い
日
仏
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
戦

後

の

「
東
南
ア 

ジ
ア

地
域
研
究
」

よ
り
も
遙
か
に
勝
っ
て
、
極
東
学
院
に
本
来
的
な
「
イ

ン

ド

.
 

シ
ナ

学
」

の
伝
統
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
い
。

一
、
閉
会
の
辞
 

羽

田

明

名

誉

会

長

総
会
終
了
後
、
出
席
者
一
同
は
至
近
距
離

(京
大

.人
文
研
を
挾
ん
で
隣
り

)
 

に
あ
る
日
伊
文
化
セ
ン
タ
ー
に
赴
き
、
そ
の
四
階
に
昨
年
開
設
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
 

東
方
学
研
究
所
、
と
く
に
同
所
に
保
管
さ
れ
る
故
ラ
モ
ッ
ト
博
士
蔵
書
を
見
学
し
 

た
。
案
内
の
労
を
と
ら
れ
た
上
に
、

こ
の
研
究
所
開
設
の
沿
革
を
、
『
法
宝
義
林
』 

お
よ
び
極
柬
学
院
日
本
支
部
と
の
関
連
の
下
に
説
明
さ
れ
た
ユ
べ
ー
ル

.
デ
ュ
ル
 

ト
、

ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
 

.フ
ォ
ル
テ
両
氏
に
、
厚
く
御
礼
申
上
げ
る
。
最
後
に
、

日
 

仏
学
館
へ
戻
っ
て

(七
時
か
ら
の
一
時
間
)
、

四
階
館
長
宿
舎
で
の
ヵ
ク
テ
ル
に
 

歓
談
が
は
ず
ん
だ
。

ミ
シ
 

'
'
ル

.ヴ
ィ

H

館
長
は
、
東

洋

言

語

文

化

学

院

(往
年
 

の
東
洋
語
学
校
、
現
在
の
と
こ
ろ
パ
リ
第
三
大
学
の
付
設
機
関
)

に
あ
っ
て
日
本
 

学
科
の
教
授
、

二
十
年
前
に
は
日
仏
会
館
研
究
員
と
し

て

『
日
本
史
辞
典
』

の
企

—— 2 0 ——



画
に
携
わ
っ
た
方
で
あ
る
。
同
館
長
、
そ
し
て
学
館
の
関
係
者
各
位
よ
り
賜
わ
っ
 

た
御
好
窓
の
す
べ
て
に
、
重
ね
て
熱
烈
な
謝
愆
を
表
明
し
た
い
。

(
文

贲
大
地
原

璺

)

〇

フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
関
係
書
•
新
刊
紹
介

G
S-
S-
7
.
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e
s
t
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-
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5
s
.
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0
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K
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o
t
o
, 

N
o
.
1
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(
年
刊
)。

副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
.
京
都
支
部
の
機
関
誌
 

と
も
い
う
べ
き
、
新
た
な
学
術
雑
誌
で
す
。

こ

の

「
極
東
学
院

.京
都
支
部
」
と
 

い
う
の
は
、
御
存
知
の
よ
う
に
京
都
の
相
国
寺
内
の
「
法
宝
義
林
研
究
所
」

の
こ
 

と
で
す
。

こ
こ
で
は
、

二
十
年
来

111

.
 D

u
r
t

 

(ユ
べ
ー
ル

•デ
ュ
ル
ト
)
氏
を
は
 

じ
め
と
し
て
、

A
.

 

S
e
i
d
e
l

(ア
ン
ナ

.ザ
ィ
デ
ル

)、

A
.

 

Forte 
(
ア
ン
ト
ニ

I

ノ
 

.フ
ォ
ル
テ
)
、

K. 

D
u
q
u
e
n
n
e

 
(
ロ
べ

ー
ル

•デ
ュ
ケ
ン
ヌ

)

-い
ず
れ
も

本
学
会
会
員

——
の
諸
氏
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
仏
教
用
語
辞
典
『
法
 

宝
義
林
』

の
編
基
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
仏
教
 

学

.
東
洋
学
を
中
心
と
し
た
広
い
文
化
学
術
的
な
国
際
交
流
活
動
が
行
な
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
訪

日

し

た

(フ
ラ
ン
ス
に
限
ら
ず
欧
米
の

)高
名
な
学
者
の
多
く
は
、 

一
度
は
こ
こ
に
足
を
運
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
、
ま
た
各
国
の
研
究
の
近
況
 

に
つ
い
て
語
っ
て
い
き
ま
す
し
、
ま
た
京
都
に
滞
在
す
る
若
い
留
学
生
た
ち
も
、 

こ
こ
の
施
設
や
図
書
を
使
っ
た
り
、

ま
た
学
問
上
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
得
た
り
す
 

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
高
度
な
学
術
交
流
活
動
の
一
環
と
し

て
発
刊
さ
れ
た
の
が
、

こ
の
新
し
い
雑
誌
で
す
。

編

集

委

員

会

0
0
1
1
1

沄

 ̂

r
é
d
a
c
t
i
o
n
)

に
名
を
連
ら
ね
て
い
る
の
は
、
『
法
宝
義
林
』
編
®

の
メ
ン
バ
ー
の
 

他
に
、
お
も
に
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
て
い
る
新
進
の
研
究
者
で
、
「
敦
煌
研
究
班
」 

(
é
q
u
-s'
e d

e

 

r
e
c
h
e
r
c
h
e

 

sur 

les 

m
a
n
u
s
c
r
i
t
s 

d
e

 

T
o
u
e
n
-
h
o
u
a
n

cra,> 
や
、 

「
道
蔵
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

」(Project T
a
o
-
t
s
a
n
g
)

に
属
し
て
い
る
人
が
中
心
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。

J
_
.
p
.

 

D
r
è
g
e

 

(
ド
レ
ー
ジ
ュ

)、

F. Gir
a
r
d

 

(ジ
ラ

Iル
)
、 

M
.

 

K.alinowski

(カ
リ
ノ
フ
ス
キ

)、

J. 

L
a
g
e
r
w
a
y

(ラ
ガ
ウ
エ

)
、L

I
R
O
b
i
n
s

 

(ロ
ビ
ネ

)の
諸
氏
の
名
前
は
、

本
学
会
会
員
の
方
々
に
も
な
じ
み
深
い
方
が
多
 

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
容
は
、
題

名

の

；
£
芑
3.日
？

>
2.
6が
示
す
と
お
 

り
、
イ
ン
ド
以
東
、
特
に
中
国
以
東
の
諸
文
化
の
研
究
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、 

時
代
的
に
も
テ
ー
マ
的
に
も
極
め
て
広
く
、
柔
軟
な
パ
ー
ス
ぺ
ク
テ
ィ
ヴ
が
と
ら
 

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

編
集
者
は
、
そ

の

「
緒
言

」

no
s

 

lecteurs")

で
、 

「
本
誌
は
新
た
な
究
紀
要
雑
誌
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
学
術
研
究
 

に
必
要
な
各
種
の
情
報
を
速
か
に
提
供
す
る

t
z
e
w
s
l
e
t
t
e
r
"

の
役
割
を
果
す
こ
 

と
を
目
的
と
し
た
い
」

と
書
い
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
欧
 

米

の

東

洋

学

と

「
東
洋
の
東
洋
学
」

の
一
つ
の
メ
ッ
ヵ
と
も
い
う
べ
き
京
都
で
得
 

ら
れ
る
情
報
と
の
間
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
が
、
本
誌
の
使
命
で
あ
る
と
の
認
識
 

で
し
ょ
う
。

と
は
い
っ
て
も
、

こ
の
創
刊
号
を
飾
る
各
論
文
は
、
長
さ
こ
そ
特
に
 

長
大
な
も
の
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
研
究
論
文
で
あ
る
と
い
え
る
で
 

し
よ

5
0

創
刊
号
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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a
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m
l
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J
a
p
o
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Frits 
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Substitutions 

d
e

-aaradigmes 
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G
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r
a
p
a
r
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a
n
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A
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i
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t
e
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Reflecüons 

o
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N
a
t
u
r
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i
s
m

①

カ
ル
タ
ン
マ
ル
ク
氏
に
よ
る
中
国
に
お
け
る
「
水
没
都
市
」

の
伝
説
に
つ
い
 

て
の
研
究
。

こ
れ
は
同
氏
が
訪
日
さ
れ
た
際
に
行
な
わ
れ
た
講
演
の
原
稿
に
基
 

づ
い
た
も
の
で
す
。
同
様
の
訪
日
学
者
に
よ
る
講
演
原
稿
の
刊
行
は
今
後
も
予
 

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

©
デ
ユ
ル
ト
氏
に
よ
る
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
£
来
に
つ
い
て
の
歴
史
記
述
の
 

<

比
較
文
学
的

>

研
究
。

こ
れ
は
大
阪
大
学
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
の
記
 

録
で
、
仏
教
伝
来
に
関
す
る
『
日
本
書
記
』

の
記
述
や
各
種
の
聖
徳
太
子
伝
の
 

中
に
見
ら
れ
る
仏
教
文
学
に
由
来
す
る
テ

Iマ
を
扱
っ
た
も
の
で
す
。

③

カリフ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク

レ
ー
校
教
授
、

フ

リ

ッ

ツ

•
ス
タ
ー
ル

氏
に
 

よ

る

(東

)ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
宗
教
」
と

「
パ
ラ
ダ
ィ
ム
転
換
」

に
つ
い
て
 

の
方
法
論
的
研
究
。

ス
タ
ー
ル
氏
の
業

縝は
最
近
『
神
秘
主
義
の
探
究
——

方

法
論
的
考
察
』

(泰
本

融

•江
島

惠

教

•宮
本
啓
一
共
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、 

一
九
八
五
年

)が
邦
訳
さ
れ
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
も
ク
ー
ン
に
 

よ
る
「
パ
ラ
ダ
ィ
ム
論
」
と
い
ぅ
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
を
と
り
あ
げ
て
、
東
ア
 

ジ
ア
の
宗
教
史
学
に
つ
い
て
根
本
的
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
——

こ
れ
 

は
、

ハ
ヮ
ィ
大
学
で
一
九
八
四
年
一
月
に
催
さ
れ
た

**

P
a
r
a
d
i
g
m

 

Shifts 

in 

B
u
d
d
h
i
s
m

 a
n
d

 Chrisüanity
"

を
テ
ー

マ
に
し
た
学
会
で
発
表
さ
れ
た
論
文
 

の

仏

訳

(デ
ュ
ル
ト
氏
に
よ
る

)で
す
。

④

グ
ラ
パ
ー
ル
氏
に
よ
る
中
国
や
日
本
の
文
化
史
に
見
ら
れ
る
「
人
間
主
義
」

的
性
格
に
つ
い
て
の
考
察
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー

ル

の

(特
に
彼
の
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
 

て
書
い
た
著
作
に
顕
著
な

)「
人
間
主
義
」
と
の
類
似
が
興
味
深
く
論
じ
ら
れ
 

て
い
ま
す
。

③

は
ア
メ
リ
ヵ
で
教
鞭
を
と
る
オ
ラ
ン
ダ
人
学
者
の
英
文
の
論
文
の
仏
訳

、
® 

は
フ
ラ
ン
ス

人
学
者
が
ア
メ
リ
ヵ
の

n

1ネ
ル
大
学
で
行
な
っ
た
英
語
の
講
演
で
、 

こ
の
へ
ん
に
も
こ
の
雑
誌
の
国
際
的
性
格
が
強
く

现わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
 

の
場
所
で
な
ん
ら
か
の
形
で
発
表
さ
れ
た
も
の

(た
と
え
ば
講
演
な
ど
)
を
は
じ
 

め
て
印
刷
の
形
で
読
者
に
提
供
す
る
と
い
ぅ
の
も
、

本

誌

の

n
e
w
s
l
e
t
t
e
r

的
性
 

格
の
お
か
げ
で
で
き
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
論
文
の
他
に
、
「
東
洋
に
お
け
る
東
洋
学
」

の
研
究
の
現
状
や
成
果
 

を
欧
米
の
読
者
に
伝
え
る
こ
と
も
、
本
誌
の
重
要
な
役
目
で
す
。

创刊
号
で
そ
れ
 

に
関
係
す
る
の
は
、

研
究
現
状
の
報
告

——

⑤

r
i
v
i
a
^
n
a
u
l

 
T
h
e

 H
a
b
i
t

 of 

Perfection

-
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A

 a
u
m
n
l
a
r
y

 oi F
u
k
u
n
a

crqa MitsuJ's studies 

o
n

 

tlie 

C

jfradiüon
福
永
光
司
教
授
の
『
莊
子
』
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
。

書

f

-

® 

p
a
t
h
r
y
n
H
s
a
l

 
Biographies 

oi 

Buddist: N
u
n
s

-

^
e
v
l
e
w

 

Article oi 

Li J
u
n
g
.
h
s
l

PT
.
,
 

Biographies o
f
a
u
d
d
h
l
s
t

 l>hins,

一)a
o
-chaug“s F

l
-
c
h
u
r
n
x
h
u
a
n
.

Li J
u
n
g
-
h
s
i

氏

に

ょ

る

『
比
丘
尼
伝
』

(宝
唱
撰
、

大

正

蔵

r 

z
o 
2
8
3
)

 

の
英
訳
の
書
評
。

研
究
文
献
紹
介

-

⑦
 

A
.
s
.

 

*Schafer Sinological 

Papers**

I
L
D
.

 

a
n
d

 

A.s. 

1̂
ecent j

a
p
anese 

Publications 
o
u

 

C
l
u
n
e
s
e

 

a
n
d

 

J
a
l
ë
n
e
s
e 

Religions

⑦

 

ヵ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ

ー

ク

レ

ー

校
の

シ
ェ
フ
ァ
ー

教
授
の
個
人
研
究
誌

Schafer Sinological Pape
r
s

 
に
つ
い
て
の
情
報
。

⑧

 

中

国

•日
本
の
宗
教
に
つ
い
て
の
日
本
の
最
近
の
研
究
書
文
献
紹
介
。

輝
か
し
い

0
史
を
も
つ 

Bulletin 

d
e

 

T

 Ecole 

Française 

d"Æ:ctréme-

o
r
/
—

に
、

こ
の
新
鮮
で
実
用
的
、

か
つ
高
度
な
内
容
の
「
姉
妹
誌
」
が
生
ま
 

れ
た
こ
と
を

喜
び
、
次
号
以
下
の
ま
す
ま
す
の
充
実

•発
展
を
期
待
し
ま
す
。
編
 

集
ス
タ
ッ
フ
、
特
に
デ
ュ
ル
ト
氏
と
ザ
ィ
デ
ル
氏
の
多
大
な
御
努
力
に
敬
意
を
表
 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

——
な
お
、
今

年

の

「
極
東
学
院

•京
都
支
部
」

の
年
賀

状
に
ょ
れ
ば
、
本
誌
は
寄
稿
を
大
い
に
歓
迎
す
る
と
の
こ
と
で
す
(原
稿
は
仏
文
 

ま
た
は
英
文
で
お
願
い
す
る
と
い
ぅ
こ
と
で
す
)
。

す
で
に
紙
数
が
尽
き
ま
し
た
が
、
次
の
ニ
冊
は
ぜ
ひ
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
 

す

0

T
o
m

 Y
a
g
i

〔八
木
徹

〕
、L

e

 

_

5-以

2:
&
<5ね
 

I
 

ŝ.
s.
p
4
.
1
-
1
9
.

 

Collège d
e

 

F
r
a
n
c
e
,

 

Institut 

d
e

 

Civilisation 

indienne, 

P
a
r
i
s
,
1984 

(publications 

d
e

 

l 》Instit& 

d
e

 

Civilisation 

indienne, 

fasc. 

5
0
)
， 

Diffusion, 

ü
,

 

d
e

 B
o
c
c
a
r
d
.

本
学
会
会
員
の
八
木
徹
氏
の
パ
リ
大
学
学
位
論
文

(doctorat 

d
e

 

troisième 

c
y
c
l
e
)

で
す
。

「
パ
ー
ニ
ニ
学
」

に
つ
い
て
の
新
た
な
成
果
を
見
事
な
仏
文
で
論
 

述
す
る
論
文
で
、

日
仏
会
館
図
書
室
に
著
者
か
ら
一
冊
、
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

colmolle 

M
a
u
c
l
a
l
s
L

シ
モ

1

ヌ

•
モ
 
Iク
レ

1

ル

〕

、

，
0
5:|

^

^

?:/
*§
ミ

ド

C

§

^

7

Z、

§
ミ卜
へ

 

X
®

 

5
/̂
z
e
:

 

^

Collège 

d
e

 

t

 rance. 

Bibliothèque 

d
es 

H
a
u
t
e
s

 

E
t
u
d
e
s

 

Japonaises, 

P
a
n
s
,

 

M
a
i
s
o
n
n
e
u
v
e

 

et 

L
a
s
s
e
,
1

900
4.

『
落
窪
物
語
」

を
歴
史
民

俗

学

的

•社
会
学
的
観
点
か
ら
分
析
し
た
労
作
で
、 

E
cole d

e
s

ffia
u
t
e

 

E
t
u
d
e
s

 

e
n

 

sciences 

sociales 
の

学

位

論

文

(doctrat 

d
e

 

troisième 

cycle)
。

今

年

の

渋

沢

•ク
ロ
ー
デ
ル
賞
の
候
補
作
品
で
、

惜
し
 

く
も
次
点
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
学
問
的
価
値
は

B 

•フ
ラ
ン

ク

氏

(
元
日
仏
 

会
館
フ
ラ
ン
ス
学
長
、

コ
レ
ー
ジ
ュ
•
ド

•
フ
ラ
ン
ス
教
授

)に
ょ
っ
て
高
く

評
 

価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

(
彌
永
信
美
記

)
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H
cl
b
cl
g
i
r
i
p
V
I
, 

D
A
.
D
A
I
J
I
Z
A
I
T
K
N

 

1983

『
法
宝
義
林
』
第
六
分
冊
で
、 

掲
載
の
項
目
と

そ
の
執
筆
者
名
と
を

左
に
示
せ
ば

I

大
自
在
天

大
地
法

大

寺

大

士

大
威
徳
明
王

醍

醐

大

元

帥

(明
王

)

大
権
修
利
菩
薩

大
不
善
地
法

大
佛
頂

大
煩
悩
地
法

大
安
慰

大 荼

毘

ダ

(
茶
、
拏
、
陀

)
(日
本

)

(
中
国

)

(ィ
ン
ド

)

弥
永
信
美

A 
•
バ
ロ

 
ー

H•
デ
ュ
ル
ト

A
•
フ
ォ
ル
テ

H•
デ
ュ
ル
ト

A•
ザ
イ
デ
ル

R•
デ
ュ
ケ
ン
ヌ

A•
ザ
イ
デ
ル

R•
デ
ュ
ケ
ン
ヌ

H•
デ
ュ
ル
ト

A •
バ
ロ

 ー

H•
デ
ュ
ル
ト

A 
•
バ
ロ
ー

御
牧
克
己

R•
デ
ュ
ケ
ン
ヌ

A•
ザ
イ
デ
ル

H•
デ
ュ
ル
ト

な
お
、
弥
永
信
美
氏
は
、
『
現
代
思
想
』
誌
上
に
、

一
九
八
五
年
一
月
号
以
来
、 

「
幻
想
の
東
洋
」
と
い
ぅ
欧
米
人
の
東
洋
観
を
詳
細
に
あ
と
づ
け
た
論
考
を
連
載
 

中
で
あ
る
。 

(福
井
文
雅
記

)

〇

日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

今
秋
パ
リ
で
開
か
れ
る
そ
の
第
四
回
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
た
び
た
び
報
告
 

し
て
き
ま
し
た
が
、

一
九
八
ニ
年
に
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
第
三
回
に
つ
い
て
は
 

未
だ
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
い
く
ら
か
御
報
告
し
て
お
き
ま
す
。

そ
の
当
時
は
、

日
仏
東
洋
学
会
は
ま
だ
発
足
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、 

Etudes Japonaises 

(日
本
研
究

)と
い
う
部
門
が
た
て
ら
れ
、
「
十
九
世
紀
後
 

半
の
フ
ラ
ン
ス
と

日
本
」
が

こ
の

部
門
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
日
本
側
責
任
者
に
は
 

秋
山
光
和
教
授
が
当
り
ま
し
た
。

こ

の

「
日
本
研
究
」
部
門
へ
の
参
加
者
氏
名
は
 

左
の
通
り
で
し
た
。

(
身
分
は
当
時
の
ま
ま

)

秋
山
光
和
 

阿
部
信
雄
 

池
上
忠
治
 

大
久
保
泰
甫
 

大
森
達
次
 

尾
本
圭
子
 

嘉
門
安
雄
 

木
村
尚
三
郎
 

坂
本
 

満
 

霜
弘
太
郎

(
学
習
院
大
学
教
授

)
 

(プ
リ
ジ
ス
ト
ン

美
術
館

)
 

(
神
戸
大
学
教
授

)

(
名
古
屋
大
学
教
授

)
 

(プ
リ
ジ
ス
ト
ン

美
術
館

)

(ギ
メ
博
物
館

)

(プ
リ
ジ
ス
ト
ン

美
術
館
 

長

)

(
東
京
大
学
教
授

)

(
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
 

授

)

(
筑
波
大
学
教
授

)

穴
沢
一
夫
 

阿
部
良
雄
 

井
田
進
也
 

大
島
清
次
 

岡山

 

隆 

加
藤
周
一
 

木
村
三
郎
 

小
林
善
彦
 

清
水

 

勲 

高
階
秀
爾

(
筑
波
大
学
教
授

)

(
東
京
大
学
助
教
授

)

(東
京
都
立
大
学
助
教
 

授

)

(栃
木
県
立
美
術
館
館
 

長

)
(
早
稲
田
大
学
教
授

)
 

(上
智
大
学
教
授

)
 

(日
本
大
学
講
師

)
 

(
東
京
大
学
教
授

)
 

(
漫
画
研
究
家

)
 

(
東
京
大
学
教
授

)
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高

麗

太

郎

(日
本
仏
学
史
学
会
会
長

)

Ï

成

夫

(§1湯
立

近

代

s
 

畜

仁

(日
本
大
学
教
授

)
 

ニ
宮
宏
之

(
I
I疆
大

学

教

 

芳

贺 

徹

(
東
京
大
学
教
授

)
 

平
川
祐
弘

(
東
京
大
学
教
授

)

SÎ井

文

雅

(
早
稲
田
大
学
教
授

)
 

舛

添

要

一

(
東
京
大
学
助
教
授

)
 

馬
淵
明
子

(
東
京
大
学
助
手

)
 

武

者

小

路

公

秀

(I)

速
大
学
副
学
 

森

田

紫

磯

子

(
桐
朋
学
園
大
学
講
師

)
 

山田智三郎スリ丨取 

渡
辺
守
章

(
東
京
大
学
教
授

)

こ
れ
に
先
立
つ
第
一
回
日
本
学
会
議

(一
九
七
九
年
一
〇
月
、

パ
リ

)に
は
、 

日
本
か
ら
は
次
の
十
人
が
参
加
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
の
司
会
あ
る
い
は
発
表
の
役
 

を
そ
れ
ぞ
れ
勤
め
ま
し
た
。

责任
者
は
、
秋
山
光
和
教
授
。

秋

山

光

和

(
学
習
院
大

)
 

阿

部

良

雄

(
東
大

)

福

井

文

雅

(
早
大

)
 

芳

賀

徹

(
東
大

)

松

原

秀

ー

(
慶
大

)
 

岡

山

隆

(
早
大

)

大

久

保

泰

甫

(
名
古
屋
大

)
 

高

階

秀

爾

(
東
大

)

吉

田

敦

彦

(
成
蹊
大

)
 

渡

辺

守

章

(
東
大

)

こ
の
他
、
現
地
参
加
者
と
し
て
、
藤
森
文
吉
、
加
藤
周
一
、
武
者
小
路
公
秀
、 

丹
羽
明
等
の
各
氏
も
各
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
の
責
任
者
に
な
り
ま
し
た
。

「
日
本
研
究
」
部
門
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、 

r
c
s 

Etua
e
s

 japonaises en 

France, 

colloque, 

octobre 

1
0
7
0
, Pan

s

 

な
ら
び
に

r

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
時
代

——
十
九
世
紀
後
半
の
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
——

」

{
L
'
A
g
e

 d
u

 

Jilpomsse. 

L
a

 

F
r
a
n
c
e

 et le J
a
p
o
n

 da
n
s

 la deuxiè. 

S

C 

w
/
s
v
/
é

 

X
7
X
"

 
5
s;
c

s
一
九
八
三
年
、

日
仏
美
術
学
会
を
ご
ら
ん
下
さ
 

い

(両
書
と
も
日
仏
会
館
図
書
室
で
参
観
で
き
ま
す
)
。

学会
活動

〇

一
九
八
五
年
三
月
一
二
日
日
仏
会
館
に
て

国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

(
C
2
R
S
.
)

研
究
員
ジ
ャ
ン

=

ク

ロ

ー

ド

.マ
ル
 

ッ
ロ
フ

 

Jean-Claude IVIartzloff 
氏
講
演

「
マ
ッ
テ
オ
.
リ
ッ
チ

-宗
教

•科
学

.技
術

」(SMatteo Ricci: reli-

TClon, 

scl

ren
c
n
c
t

 tmclllquQ)

を
日
仏
理
工
科
会
と
共
催

(主
催

.日
仏
会
館
)
。

〇
 

I

九
八
五
年
五
月
一
一
日
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
会
議
室
に
て
 

パ
リ
大
学
教
授

\ 

—
ヴ

•
ェ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト

Y
v
e
s

 H
e
r
v
o
u
e
t

氏
を
か
こ
 

む
座
談
会

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
中
国
学
の
教
育

.研
究
の
組
織
と
最
近
の
研
究
動
向
」 

ペ 

organisation 

des 

études 

chinoises 

en 

Francreet 

travaux 

cle 

recllmMches 
récents ')

(
通
訳
ロ
べ
ー

ル

.
デ
ュ
ケ

ン

ヌ

R
o
r
r
t

 

D
u
q
c
e
n
n

OJ氏

)を
開
催
。
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〇

学
会
費
の
納
入
方
法
に
つ
い
て

年
会

费は
三
千
円
で
す
。
振
替
口
座
番
号
は
、
東
京
一
ー
一
三
四
五
八
四
で
、 

宛
先
は
、
「
日
仏
東
洋
学
会
」
で
す
。

前
号
に
同
封
し
ま
し
た
振
替
用
紙
な
ど
を
利
用
し
て
、
早
目
に
お
送
り
下
さ
い
 

ま
す
ょ
う
、
未
納
の
方
々
に
改
め
て
お
願
い
申
し
ま
す
。

な
お
、
新
入
会
員
の
方
々
の
た
め
に
改
め
て
申
し
上
げ
ま
す
な
ら
ば
、

「
日
仏
 

東
洋
学
会
」

の
会
員
に
な
る
こ
と
と
、

「
日
仏
会
館
」

の
会
員
に
な
る
こ
と
と
は
、

ま
っ
た
く
別
物
で
す
。
ど
う
か
混
同
な
さ
い
ま
せ
ん
ょ
う
に

.。

日
仏
会
館
の
会
員
に
な
り
ま
す
と
、
日
仏
会
館
の
諸
行
事
の
通
知
そ
の
他
の
便
 

宜
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
仏
東
洋
学
会
の
会
員
は
、
入

会

金

(年
会
費
 

と
は
別

)を
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
会
館
へ
の
入
会
希
望
者
は
、
日
仏
東
洋
学
会
 

事
務
局
あ
て
に
葉
書
で
御
連
絡
下
さ
い
。
申
込
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

会員
消息

〇

第
十
三
期
日
本
学
術
会
議
会
員
に
、
次
の
四
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

平

川

彰

 

楠
山
春
樹
 

桜

井

淸

彦

(以上
、
第
一
部
人
文
学
系

)
 

滋

賀

秀

三

(
第
二
部
法
学
系

)

今
回
か
ら
、
学
術
会
議
の
会
員
選
出
方
式
は
、
選
挙
制
か
ら
学
会
推
薦
•
首
相
任
 

命
制
に
移
行
し
た
。
新
会
員
は
、
七
月
下
旬
か
ら
三
年
間
の
任
期
を
務
め
る
。

会
員
名
簿
訂
正

〇
羽
田
明

 

住

所

京

都

市

北

区

大

宮

南

山

尻

町

il 

丨
京
都
市
北
区
大
宮
南
田
尻
町

il 

電
話
〇
七
五

—四
九

—

三

七

〇

〇

 

丨

〇

七

五

—

四

九

一

ー

三

七

〇

〇

 

〇
大
地
原
豊

 

電
話
〇
七
五

—八
六

二

—

二

三

七

七

 

丨
〇
七
五

—九
六

二

—

二

三

七

七

 

以
上
の
方
々
の
住
所
が
、

『
通
信
』

第
三
号
と
と
も
に
お
送
り
し
た
名
簿
で
間
 

違
っ
て
お
り
、

た
い
へ
ん
御
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
 

し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

住所
変更

〇
濱

田

正

美

住

所

東

京

都

八

王

子

市

椚

田

町

七

ニ

〇

丨

一

〇
三

丨

東

京

都

八

王

子

市

寺

田

町

四

三

二

—

一
七
一
ー
一
 

〇
羽

田

正

住

所

兵

庫

県

宝

塚

市

中

山

五

月

台

六

—一

—一
九
—

一
〇
二

丨

京

都

市

西

区

大

枝

北

稲

西

町

四

—

一

-
-一
〇
|
四
〇

三

郵

便

番

号

六

六

五

 

丄ハ

ー

〇

丨

一

一

 

電

話

番

号

〇

七

九

七

—八
八

—

五

三

三

六

― ^ 0  ―



丨

〇

七

五

—三
三

一

—

三

五

九

五

 

〇
谷

田

孝

之

住

所

広

島

市

安

佐

南

区

祇

園

町

東

山

本

六

〇
四
 

|
>広
島
市
安
佐
南
区
山
本
九

—三
三

—

四
 

0

® 

一

雄

住

所

東

京

都

目

黒

区

東

山

ニ

ー

ニ

〇

R

N
45 

丨
藤
沢
市
藤
ヶ
岡
 

ー

|
13、

ニ

三

丨

ニ

〇

ニ

 

郵
便
番
号
一
五
三
丨
ー
一
五
一
 

電

話

番

号

〇

三

—

七

一

二

ー

三

七

九

八

 

丨

〇

四

六

六
—二
四

—

一
九
四
一

新入
会員

石
井
米
雄
 

京
都
市
左
京
区
山
端
森
本
町
六
—
四

郵

便

番

号

六

〇
六
 

ISHII 

Y
o

n
e

o

®
話

番

号

〇

七
五
丨
七
九
一
ー
七
六
六
ニ
京
都
大
学
 

東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
東
南
ア
ジ
ア
史
 

森
安
孝
夫
 

大
阪
府
枚
方
市
禁
野
本
町
二
—

一
一
ー
二
七
五
一
郵
便
 

M
O
R
I
Y
A
S
U

 

番

号

五

七

三

電

話

番

号

〇

七

二

〇

—四
〇

—

〇

三

八

 

T
a
k
a
o

 

四
大
阪
大
学
助
教
授
東
洋
史

(ゥ
ィ

グ

ー

ル

研

究
)
 

明

神

洋

 

船
橋
市
東
中
山
 
一

—一
七
—
九

第

二

菅

原

荘

一

〇

一
号
 

M
Y
Ô
J
I
N

 

郵
便
番
号
ニ
七
三
電
話
番
号
〇
四
七三

—三
五

— 

1-lirohi 

八

四

五

七

早

稲

田

大

学

大

学

院

(
後
期
)
学
生
中
国
 

宗
教史

〇編集後
記

京
都
で
初
め
て
開
か
れ
た
会
員
総
会
は
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

と
 

り
わ
け
、
座

談

会

「
東
洋
学
各
分
野
に
お
け
る
戦
後
日
仏
交
流
の
歩
み
」

は
、

い
 

か
に
も
学
会
の
総
会
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
で
、
そ

の

「
続
き
」
を
、
再
び
京
都
か
 

萊
京
で
是
非
と
も
聴
き
た
い
、
と
い
う
声
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
事
務
局
と
し
て
 

も
そ
れ
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。
そ
の
好
企
画
の
立
案
も
含
め
て
、
総
会
の
準
備

•
 

運
営
に
当
ら
れ
ま
し
た
関
西
地
方
の
役
員
、
会
員
の
方
々
、
と
り
わ
け
全
て
に
わ
 

た
っ
て
御
配
慮
頂
い
た
大
地
原
評
議
員
と
、
ま
た
日
仏
学
館
の
ヴ
ィ

H

館
長
に
、 

事
務
局
か
ら
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
総
会
の
席
上
、

「
会
員
消
息
」
欄
に
、
会
員
全
部
の
自
己
紹
介
を
載
せ
た
 

ら
ど

う
か
、
と
い
う

要
望
が
出
さ
れ
、
大
方
の
賛
同
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

一
回
で
 

全
員
を
掲
載
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
ア
ン
ヶ
—

^
用
紙
を
 

作
っ
て
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
近
況
報
告
な
ど
も

含
め
た
自
己
紹
介
の
資
料
を
ど
 

う
ぞ
お
寄
せ
下
さ
い
。

超
多
忙
の
石
沢
、
金
岡
両
会
員
か
ら
、
貴
重
な
学
界
動
向
記
事
が
寄
せ
ら
れ
ま
 

し
た
。
該
当
分
野
の
方
々
に
は
、
今
後
必
読
の
文
献
に
な
り
そ
う
で
す
。

(
F • 

F
)
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